員 害 琴 を 知っ て いま すか 


原文 「WOMEN 我 介 」 https://women4china.substack.com/p/1Ob 


ここ に 記載 され て いる の は 、 黄 雪 琴 事件 に か か わる 当局 資料 に 記載 され て いる 内 容 と 同じ で す 。 私 た ち が 知 っ て いる 
黄 雪 琴 は 、 警 察 が 対 財 し た 黄 雪 琴 と 同一 人 物 で す 。 こ れ ら の 資料 が 有罪 の 証拠 と いう つの な ら 、 私 た ち は そ の 「 有罪 証 
拠 」 で 別 の 一 面 を 提示 し た いと お も いま す 。 こ れ は 私 た ち が 記 述 する 歴史 で す 。 


2023 年 8 月 25 日 文章 : 林 亜 明 、 胡 去 替 編 集 : 凄 苺 樹 撮 影 : 万 月 ※[  ] 訳注 な ど 


ンタ リン 


@ picturs-alliance/dpa/5pphia Huang Xueqin 


2023 年 9 月 22 日 、 広 州 市 中 級 人 民法 院 [地裁 ] で 「 国 家 権力 転 竹 扇動 」 の 容疑 で 黄 雪 琴 と 王建 兵 の 裁判 が 開 
が かれ まし た 。 


この 日 、 裁 判 所 に 近づく の が 難し く な っ て いま し た 。 前 日 の 夜 に 、 裁 判 所 の 周囲 が 移動 式 分 離 帯 で 取り 囲ま れ た 
か ら で す 。 こ の あたり を よく 通る と いう タク シー の 運転 手 に よる と 、 分 離 淀 が 置か れ て いる 場所 は 、 普 段 な ら た 
くさ ん の 車 が 駐 停 車 し て 、 通 行 も 自由 だ っ た と いい ます 。 


公開 器 理 だ っ た た め 、 王建 兵 の 父 と 黄 雪 琴 の 父 と 兄 も 傍聴 する こと が で きま し た 。 し か し 傍聴 席 に は 、 正 体 不明 
の 傍聴 者 が 4 人 いま し た 。 


英 雪 琴 は 罪 は 認め な い が 処 罰 を 受け 入れ る と 主張 し まし た 。 彼 女 は か な り の 早い 段階 で 、 一 審 の 結果 が どう で あれ 
室 訴 する こと を 弁護 士 に 伝え て いま し た 。 英 雪 琴 が 法 延 で 行っ た 陳述 を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。[ 局 動 
容 医 と され だ ] 文章 を 書い た の は ジャ ー ナ リス ト と し て の 本 人 能 と 職業 上 の 良心 で 、 こ れ ら の 活動 は この 国 に 進歩 
を も た だ たらす と 考え た の で あり 、 政 権 の 転覆 な ど 考え た こと も な く 、 実行 し た こと すべ て が 国家 の より 良い 改善 を 
求め て の こと で あり 、 社 会 に 善良 な 収 と 進歩 的 な 精神 を も た らし た か っ た 。 ま た 、 自 分 の 置か れ て いる 状態 が 安 
全 で な く 、 遅 か れ 早 か れこ うな る こと は 分 か っ て は いた が 、 そ の 結果 を 受け 入れ る 覚悟 は ある 、 と 。 


2 年 前 、 二 人 は 跡形 も な く 消 えて し まい まし た が 、 そ ぞ その ショ ッ ク に よっ て も 彼女 た ち が 和 存在 し た と いう 記憶 は 消 
し 去る こと は で きま せん 。 私 た ち は 、 黄 害 琴 の 友人 だ ち に イン タビ ュー を 行い 、 彼 女 が 逮捕 され る まで の 2 年 
間 に 彼 女 が 経験 し た し に こと を まとめ て み ま し た 。 黄 害 琴 の 物語 は 非常 に 重要 で あり 、 単 な る 追悼 訴え で は あり ま 
せん 。 彼 女 の 物 語 と 経験 は 、 今 日 で も ほとん どの 人 ん (現実 の 苦痛 ゆえ に 混乱 し て いる 人 太 、 良 収 を 保持 し て い 
る 人 尺 、 ま だ 何かしら を 成し遂げ た い 人 尺 、 ま だ は 単に 生活 を 立て 直し た だ たい 人 尺 ) に イン スピ レー ショ ン を 与え 
る 力 を 持っ て いる の で す 。 


黄 害 琴 は 2019 年 1O 月 に 初め て 逮捕 され 、 指定 され た 住居 で 4 か が 月 に わた る 監視 を 受け た 後 、 2020 年 2 月 
に 保釈 され まし た 。 そ の と き 広 東 省 は 冬 を 迎え 、 春節 [IB 正 月 ] が 近づい て お り 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 が 大 
規模 に 発生 する 前 の 最後 の 自由 な 時 期 で し た 。 黄 雪 琴 は 、 初 め て 逮捕 され た と き に 「 私 は 今 で も 法律 を ある 程度 
信頼 し て いる 」 と キッ パリ と 語り まし た 。 し か し それ か ら 3 年 間 を 経て 、 中 国 全 土 か ら 小 さ な コ ミュ ニテ ィ に 
いた る まで の 空間 で 大 き な 変 化 が 起こ り ま し た 。 今日 、 再 び 同 じ こ と を 言う 人 が いる 可能 性 は 、 ほ と ん ど な い と 
思わ れ ま す 。 


すべ て が あま り の に も 和 危険 に な っ て し まっ た だ の で 、 正直 に 生き る よう と する だ け で 犯罪 に な っ て し まう か の よう で 
す 。 英 雪 琴 は 2 回 逮捕 され る 2 年 足ら ず の 間 に 、 広 州 で 記事 を 書き 、 性 暴力 事件 に 注目 し 、 コ ミュ ニテ ィ の 促 
間 ① 性 暴力 被害 者 に 寄り 添い 、 コ ミュ ニテ ィ と 市 民 教育 を つなぐ 多く の 活動 を 行っ て きま し た 。 一 部 の 人 尺 か ら 
すれ ば 、 黄 害 琴 の 行い は 間違い な く 正 し く 、 重要 で 、 勇気 が あり 、 貴重 な も の で し た 。 し か し 、 体制 か ら す る と 、 
彼女 の 行い 、 彼 女 が 書い た 記事 、 彼 女 が 交流 し た 人 尺 な ど は すべ て 有罪 の 証拠 に な る の で す 。 


ここ に 記載 され て いる の は 、 黄 雪 琴 事件 の 公 的 機関 の 資料 [訴状 や 調書 な ど ] に 記載 され て いる 内 容 と 同じ 内 容 で 
す 。 私 た ち が 接 し た 英 雪 琴 は 、 芝 察 が 対 財 し た 黄 害 琴 と 同一 人 物 で す 。 こ れ が 有罪 の 証拠 で ある な ら 、 そ の 「 有 
罪 証拠 」 は また だ 別 の 一 面 を 提示 で きる こと を 期待 し た いと 思い ます 。 こ れ は 私 た ち が 語 る 歴史 な の で す 。 


中 国 MeToo の 先駆 け @ATSH 


「MeToo を 報道 する 前 、 つ まり 羅 茜 茜 の 事件 に か 
か わる 以前 、[ セ クハ ラ に 関す る ] アン ケー ト を 発出 す 
る まで に 、 す で に 多く の ケー ス に つい て 取材 し て い 
まし た 。 も と も と [海外 で 始ま っ た ] MeToo を トレ ン 
ド と し て 使え な いか と 考え て お り 、 中 国 の MeToo 
を 呼び か け て 、 セ クシ ャ ル ハ ラス メン ト 問 題 に 対す | 

る 中 国人 の 関心 を 高め よう と 思い まし た 。」 一 一 ミ シ 

ガン 大 学 「 グ ロー バル フェ ミニ ズム の 比較 事例 研究 : 2 - 0 電 
商 雪 琴 氏 へ の イン タビ ュー」 よ り am 

シン ガ ポ ボ ポール で 撮影 し た 一 枚 


WeChat [中 国 の SNS] の 公開 アカ ウン ト 「ATSH」 は 、 2018 年 2 月 28 日 に 永久 に 廃止 され まし た 。 ATSH 
は Anti-Sexual Harssment の で 、2017 年 に 黄 雪 琴 に よっ て 設立 され まし た 。 当初 、 彼 女 は 女性 の 記者 や 
ジャ ー ナ リス ト に アン ケー ト を 送り 、 セ クハ ラ 体 験 を 収集 する プラ ッ ト フ ォ ー ム を 設立 し た いと 考え て いま し た 。 


黄 害 琴 は 2010 年 に 大 学 を 卒業 し て 以来 、 記者 と し て 働い て きま し た 。 最初 の 5 年 間 は 、 ま すず 中 国 通 信 社 広州 
支局 で 官僚 へ の 取材 や 外交 問題 を 報道 し それから 香港 の 日 刊 紙 「 大 公報 」 で 短期 間 働き 、 そ の 後 、 広 州 の 日 刊 
紙 「 新 快 報 」 に 入社 し 、 社 会 ニュ ー ス や 調査 報道 を 担当 し まし た 。 


その 後 、 黄 雪 琴 は 独立 し 、 調 査 報道 で 定評 の ある 「 南 都 週 刊 」 の 調査 報道 の 取材 の 重要 な 仕事 を 担い 、 2012 年 
に は 重 諾 市 副 市 長 だ っ た 王立 軍 に 関す る 特ダネ を すっ ぱ 抜 いた こと は 、 中 国 ジ ャ ー ナ リズ ム の 歴史 に お ける 画 期 
的 な 出来 事 で し た 。 「 南 都 週刊 」 へ の 取材 協力 の 時 期 に 、 黄 害 琴 は カン ボ ジ ア 北部 の 地雷 原 に 一 人 で 取材 に 赴 い た 
こと が あり まし た だ た 。 多く の 村 は 戦争 中 に 地域 の 軍事 勢力 に よっ て 大 量 の 地雷 が 埋め られ 、 村 民 は いま だ に 生命 の 
危険 と 共存 し て いま し た 。 


#MeToo 運動 が 英語 圏 の ソー シャ ル メ ディ ア で 広がっ た 20O17 年 、 黄 害 琴 は シン ガボール 国立 大 学 の アジ ア 
ジャ ー ナ リス ト 基 金 招 鴨 胡 学 生 プ ログ ラム に 参加 し て いま し た 。 英 雪 琴 は 雑談 を 通じ て 、 一 緒 に 勉強 し て いた 女 
性 記者 た ち が 皆 、 さ ま ざ ま な 程度 の セク ハラ を 経験 し て いる こと を 知り 、「 た と え 非 常に 強い 女性 記者 で あっ て 
も 、 公 衆 の 面前 で 編集 長 か ら 尻 を 触ら れこ と が ある 」 こ と を 知り まし た 。 そ し て 自身 も 同様 の 経験 を し た こと 思 
い 出 し まし た 。 


女性 ジャー ナリ スト に 対す る セク ハラ を 調査 し よう と 決め た と き 、 彼女 は まず 知り 合い の 記者 た ち に 尋ね た の で 
す が 、 彼 女 ら の ほとん ど は 実名 で 告発 する こと を 拒否 し まし た 。 ハ ラス メン ト の 加害 者 は いま で も メデ ィ ア で 高 
い 地 位 に いる の で 、 報復 を 懸 菅 する 人 、 夫 や 子ども の こと を 考え る 人 も いた 。 また だ 当初 は 彼女 と 一 緒 に プラ カー 
ド を 掲げ て 名 乗り 出る こと に 同意 し た 人 も 、 そ の 日 の 夜 に 義母 か ら 電 話 を 受け 、 家 族 に 恥 を か か せな いよ う 言 わ 
れ て 断ら れ ま し た 。 結局 、Metoo に 記 え て シン ガボール の 街頭 で プラ カー ド を 掲げ た の は 黄 雪 琴 だ け で し た 。 


当時 、 彼 女 は フェ ミニ ズム の アク ティ ヴィ スト を ほとん ご ど 知り ませ ん で し た 。 イ ンタ ビュ ー の 中 で 、 彼 女 は 2014 
年 の アモ イ 大 学 で の セク ハラ 事件 と 、 2016 年 の 広東 省 共産 党委 員 会 機関 紙 「 南 廊 日 報 」 の 記者 の 成 希 に よる 臣 
南大 学 [広州 ] の ツタ ャ ー ナ リズ ム 学 部 の イン ター ン 学 生 に 対す る 性 暴力 に 注目 し て いた と 述べ て いま す 。 前 者 の 
事件 は 、 フ ェ ミ ニス ト 団 体 に よる 半年 以上 の 報告 と 提言 を 経て 対応 が 行わ れ 、 教 育 部 [中 国 の 文科 省 ] が 初め て 
セク ハラ に 関す る 規定 文書 を 発行 する に 至り まし た 。 後 者 の 事件 で は 、 女 性 当事者 が 「 安 定 維持 」 の 強大 な 圧力 
を 受け て 、 検察 が 不 起 訴 を 決定 し た こと で 終わ り を 告げ まし た 。 2 つの 事件 の 分 水 鶴 と な っ た の は 、 2015 年 に 
フェ ミニ スト ら が 逮捕 され た 「 フ ェ ミ ニス ト 5 姉妹 」 事件 で し た 。 こ うし て 、 フ ェ ミ ニス ト 活 動 家 が 国家 権力 の 
弾圧 の 対象 に な っ て し まっ だ の で す 。 


三 き 


稚 


2016 年 、 臣 南 大 学 の ジャ ー ナ リズ ム 学 科 で 学ん で いた だ 英 害 琴 は 、 被害 者 に 疑問 を 呈す る さま ざま な 発言 に 困惑 
し 、 メ ディ ア や 同僚 の 沈黙 に さら に 腹 を 立て まし た 。 「・・・ 世 間 を 監督 する 立場 に ある 党 の 新聞 社 で 事件 が 発生 
し た と き は 監督 を し な いな ん て 」。 彼 女 は いく つか の イン タビ ュー を する た め に 大 学 に 行き 、 成 希 事 件 に つい て 
どう 思う か を 尋ね た だ た ショー トビ デオ を 撮影 し まし た 。 これ は 彼女 が ジェ ンダ ー 問 題 に つい て 報じ た 最初 の 事案 で 
し た 。 


女性 記者 も セク ハラ 被害 を 実名 で 語る こと に 消極 的 で 、 医 名 で 回 答 で きる よう に アン ケー ト を 配布 で き な い か を 
みん な で 一 緒 に 相談 し まし た 。 そこ で 英 害 琴 は 、 ア ン ケ ー ト の 最後 に 、 WeChat の 公開 アカ ウン ト 「ATSH」 を 
登録 し 、 本 名 を 使用 する こと も 匿名 の まま に する こと も で き 、 馬 後 の 連 絡 の た め に 連絡 先 情 報 を 践 すこ と も で き 
る よう に し まし た 。 こ の アン ケー ト は 広く 配布 され 、 最 終 的 に 1762 人 が 参加 し 、416 人 の 有効 サン プル が 回 
収 さ れ ま し た 。 回答 者 の うち 、 女性 記者 の 83.7% が さま ざま な 程度 形態 の セク ハラ を 受け 、42.4% が 複数 回 
の セク ハラ 、18.2% が 5 回 以上 の セク ハラ を 受け て いま し た 。 


この アン ケー ト が きっ か け で 、 黄 雪 琴 は 中 国 MeToo 運動 の 推進 者 の 一 人 と な り ま し た 。20O17 年 1O 月 15 
日 、 ハ リウ ッ ド の プロ デュ ー サ ー、 ハ ー ヴ ェ イ ・ ワ イン スタ イン が セク ハラ スキ ャ ンダ ル を 暴露 され まし た 。 同 
じ 日 、 米 国 の シリ コン バレ ー に 住ん で いた 茜 茜 は 「 北 航 大 学 の 陳 小 武 問題 を どう 考え ます か 」 と いう タイ トル 
で 1OOO ワー ド あ まり の 短い 文章 を 知 平 [中 国 最大 の 質問 サイ ト 。 日 本 の 「Yahoo 知恵 袋 」 の よう な サイ ト ] に 投稿 し 
まし た 。 そ の 文章 で は 彼女 が 12 年 前 に 北京 航空 航 天 [宇宙 ] 大 学 (以下 「 北 京 航空 大 学 」) の 博士 課程 で 、 副 指 
導 教 官 の 陳 小 武 の 姉 の 家 に 呼び 出さ れ 、「 性 行為 を 強要 され た 」 こ と に 言及 し て いま し た 。 


陳 小 武 は 常習 犯 で し た 。 サイ ト に は 彼 か が から セク シャ ル ハ ラス メン ト を 受け た 女性 た ちの 回 答 が 寄せ られ 、 彼 女 た 
ち は 証 言 や 証拠 を 提供 する た め に WeChat グル ー プ を つく り ま し た 。20O17 年 10 月 下旬 、 比 茜 茜 は 北京 航空 
大 学 の 調査 委員 会 に 連絡 し 、 陳 小 武 を 実名 で 告発 し た の で す が 、 彼 女 の 告発 は 、 深 い 井 戸 に 投げ 込ま れ た 一 粒 の 
小石 の よう に 、 何 ら 回 答 を 得る こと は で き て いま せん で し た 。 


縮 茜 茜 が ( 黄 雪 琴 の ) アン ケー ト を 見 た の は 、 北京 航空 大 学 と の 
交渉 が 行き 詰まっ て いた その 時 で し た 。 唯 一 の 実名 の 内 部 告発 
者 と し て 、 彼女 は も っ と 大 き な 声 を 上 げた いと 思い 、 黄 雪 琴 の ア 
ン ケ ー ト に 記入 し 、 さ ら に 電話 で メッ セー ジ を 残し まし た だ た 。 そし 
て 最初 に 電話 を 受け た と き 、 英 雪 琴 が 詳細 な 質問 を いく つか し 
た こと で 、 縮 茜 茜 は 本 物 の 記者 に 会 っ た と 感じ た の で し た 。 そし 
て 訂 茜 茜 は 録音 な どの 証拠 を 提出 し 、 黄 雪 琴 を 内 部 告発 者 で 構 
成す る WeChat グル ー プ 「 水 果 硬 稿 (フル ー ツ キャ ン デ ィ )」 
に 抱 待 し まし た 。 黄 害 琴 は 、 被害 者 の 証言 と 客観 的 証拠 を 整理 し 
て 事実 を 検証 し 、 被 害 者 が この 問題 を キャ ン ペ ー ン する た だ ため の 
支援 を 決意 し まし た 。 彼 女 は 2017 年 10 月 末 か ら 今 年 の 未 日 
まで この 問題 に 集中 し まし た 。 記事 が お お か た だ 出来 上 が る と 、 友 
人 の 弁護 士 に も 連絡 し まし た 。 彼女 を 支援 し た 弁護 士 の 中 に 、 の 
ち に MeToo の 案件 に 深く か か わる こと に な る 四川 省 の 弁護 士 、 
万 票 辺 が いま し た 。 


黄 害 琴 は 万 弁護 士 の 協力 を 得 て 、 被害 者 が 妥当 な 要求 を まとめ 、 
大 学 に お ける セク ハラ 防止 体制 の 構築 を 提案 する 内 容 を 含む 告 
発 文 の 作成 を 支援 し まし た 。 そし て 被害 者 全員 の 同意 を 得 た 後 、 
2018 年 1 月 1 日 に 公式 アカ ウン ト 「ATSH」 で 陳 小 武 を 告発 
する 記事 を 掲載 し まし た 。 同じ 日 、 比 茜 芋 は 微 博 (中 国 の ミニ ブ 
ログ ) で 本 名 を 公開 し 、 か つて の 指導 教官 と 対 財 し まし た 。 


白い スニ ー カ ー は カメ ラマ ン の 方 月 が 抱く 黄 雪 琴 の 印象 を イメ ー ジ し て いる 。 こう し て 撮影 
する こと で 、 黄 雪 琴 が いま も 広州 で 自由 に 活動 し て いる こと を イメ ー ジ し た と いう 。 


北京 航 大 学 の 陳 小 武 教授 が 女子 学生 に セク ハラ 行為 を 行っ た と いう 告発 記事 は 、ATSH アカ ウン ト で 5 日 連続 
で 報じ た こと で 、 世 論 が 注目 し 、 メ ディ ア の 取材 依頼 が ATSH に 殺 到 し まし た 。 黄 琴 雪 は 矢面 に は 立た ず 、 信 
頼 で きる メデ ィ ア を 選別 し て 比 茜 茜 に 紹介 し 、 殺 茜 茜 が 取材 を 受け 、 取 材 用 の 資料 を 提供 する な どの サポ ー ト を 
し まし た 。 


この 記事 より も 以前 の 告発 を 受け た 時点 で 、 陳 小 武 は 北京 航空 大 学 か ら 教 員 資格 お よび 関連 職務 の 停職 処分 を 受 
け て いま し た 。 2018 年 1 月 14 日 、 世 請 の 圧力 を 受け て 、 北 京 航空 大 学 は 陳 小 武 の 「 長 江 学 者 」 の 称号 [大 学 
教員 の レベ ル を 国際 水準 に 9| き 上 げ る 「 長 江 計 画 」 で 認定 され だ 国家 認定 の トッ プレ ベル 研究 者 ] を 取り 消す と 
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発表 し まし た 。 こ の 称号 は 中 国 の 学界 で 一 定 の 地位 を 占め て お り 、 多 く の 重 要 な 研究 プロ ジェ クト や 科学 研究 次 
金 に 関連 付け られ て いる も の で し た 。 1 月 16 日 、 教 育 部 は 記者 会 見 で 、 教 員 に よる セク ハラ 事件 を 調査 する よ 
うつ 大 学 に 要請 し 、 大 学 に お ける セク ハラ 防止 の た め の 長 期 的 な 制度 を 研究 、 構 築 す る こと を 発表 し まし た 。 こ れ 
は 、 英 害 琴 が 大 学 に ず おけ た 告発 の な か で 提 叫 し た も の で し た 。 


事態 の 展開 は 黄 雪 琴 の 想定 と は 異な っ て いま し た 。 彼女 は 当初 、 記 者 の セク ハラ 体験 と いう ニュ ー ス が (中 国 
MeToo の ) 以 種 に な る だ ろう と 考え て いた の で す が 、 実際 に 起こ っ た こと は 教育 機関 に お ける セク シャ ル ハ ラ 
スメント 告発 の 波 で し た 。 北京 大 学 の 浅 陽 教授 事件 [長江 学者 の 濡 陽 が 北京 大 学 の 教員 だ っ た 22 年 前 に 学生 に 性 暴力 を 
行い 、 訴え た 学生 を 逆 に 非難 し て 自殺 に 追い や っ た こと を 今回 告発 され た ]、 甘 粛 省 の 李 依 依 さ ん 事件 [高校 時 代 に 担任 か ら 受 
けた 李 依 依 さ ん は 2 年 後に セク ハラ で 刑事 告発 し た が 不 起訴 処分 と な っ た こと を 嘆い て 2018 年 6 月 20 日 に 飛び 降り 自殺 し た 
事件 ]、 そ し て [指導 教官 の パワ ハラ で 2018 年 3 月 26 日 に ] 自殺 に 追い 込ま れ た だ 武漢 理工 大 学 の 大 学院 生 の 陶 崇 園 
さん の 事件 な ど が 「 バ ン バ ン バン バン と 相次い で 起こ り ま し た 。」 


メデ ィ ア 業界 で あれ 教育 機関 で あれ 、 ご どちら も 当局 の デリ ケー ト な 領域 に 触れ る 問題 で し た 。 2018 年 2 月 24 
日 、 ATSH は 広州 ジェ ンダ ー 教 育 セ ンタ ー と 協力 し て 「 中 国 に お ける 女性 ジャ ー ナ リス ト へ の セク ハラ 」 に 関す 
る 調査 報告 書 を 完成 し た と の 通知 を 発表 し まし た 。 そし て 4 日 後 の 2 月 28 日 、ATSH の アカ ウン ト と すべ て 
の 記事 が ウェ ブ か ら 消 えて し まい まし た 。 


「 面 倒 な こと に な っ た だ 」 


「 私 た ち は 孤 独 で は あり ませ ん 。 私 が 声 を 上 げ る と 、 事態 を ある 程度 は 変え る こと が で き 、 一 緒 に 何 か を す 
る 力 を 号 え る こと が で きる と 思い ます 。 知っ て ます か 、 女性 は 相手 の 身 に な っ て 考え る こと が 得意 な ん で 
す 。 す こし 性 好 を つけ た 言い 方 を する と 、 自 分 の た めで は な く 、 ほ か の 誰か の た め に 、 さ ら に 言え ば 、 よ 
り 多 く の 女 性 た ちの た め に 私 は 立ち 上 が り ま し た 。 この よう な 考え は 実 の と ころ ずっ と 私 を 刺激 し て きま 
し た 。」 一 一 ミシガン 大 学 「 グ ロー バル フェ ミニ ズム の 比較 事例 研究 : 黄 雪 琴 へ の イン タビ ュー」 よ り 


ATSH が ウェ ブ で 発表 し て きた 文章 は 、 バ ッ ク ア ッ プ を と っ て いま せん で し た 。 黄 雪 琴 を さら に 悲し ませ た の 
は 、 サ ー バ ー に 保存 し て いた セク シャ ル ハ ラス メン ト に 関す る GO あま り の 事例 も 消え て し まっ だ たこ と で す 。 報 
告 を 書く と き 、 彼 女 は そこ か ら 必 要 な 個所 を コピ ー し て きま し た 。 


それ で も 、 2018 年 3 月 8 日 の 国際 女性 デー に は 、 広州 ツェ ンダ ー 教 育 セ ンタ ー と ATSH が 共同 で 「 中 国 に お 
ける 女性 ジャ ー ナ リス ト へ の セク ハラ 」 調 査 報告 書 の 記者 会 見 を 行い 、 微 博 の 注目 記事 に エン トリ ー さ れ ま し た 。 
黄 害 琴 は 数 十 人 の 中 外 メ ディ ア を 前 に 、 壇 上 で 報告 書 の 詳細 を 報告 し 、 発 言 が 終わ る と 広州 ジェ ンダ ー 教 育 セ ン 
ター 所 長 の 豊 尋 尋 と 一 緒 に メデ ィ ア 向け の 撮影 に 応じ た 。 


放 婦 尋 は か つて [2015 年 3 月 に ] 拘束 され た 「 フ ェ ミ ニス ト ら 5 姉妹 」 の 一 人 で 、 男女 平等 ゆ や ジェンダー 多様 性 
の 分 野 で 活動 し て いま し た 。20158 年 3 月 以来 、 女 性 ジャー ナリ スト に 対す る ハラ スメント に 関す る 報告 書 の 
発表 と 、 全 国 SO の 大 学 の 学生 に よる 「 母 校 に 手紙 を 送る 」 イニ シア チ ブ の 立ち 上 げに 伴い 、 英 雪 琴 は 海外 の 
MeToo 運動 の 参加 者 た ちと 協力 し て きま し た 。 比 茜 芋 、 王 赦 [ 米 ウェ ズリ アン 大 学 教授 で 自ら の 学生 が 他 の 大 学 の 教員 
に セク ハラ を 受け て きた こと な ど を 告発 ] な ど と の 交流 が 増え た こと で 、「 国 宝 」[ 二 国内 治安 維持 を 担当 する 警察 部 門 の 職 
員 を 略し て 「 国 保 ニ グ ォ バ オ 」 と 呼ぶ 。 発音 が 「 国 宝 」 と 同じ な の で 抑 拉 し て こう 表記 する こと が ある ] の 監視 対象 に な り ま し 
た 。 こ の 政治 警察 は 、 彼 女 が 働い て いた 職場 の 幹部 や 編集 長 、 そ し て 彼女 と 共同 執筆 な ど 協 力 し て きた 編集 者 に 
接触 し まし た 。 警察 は さま ざま な 易 分 に 変装 し 、 一 見 何気ない と ころ で で 「 黄 雪 琴 は 何 を し て いた の で す が ?」 

「 な ぜ い つ も セク ハラ 問題 を 取り 上 げ る の で すか ?」 「 彼 女 の 後ろ に いる の は 誰 で すか ?」 な ど 、 い わく あり げに 
尋 ね て きた の で す 。 あ る 編集 者 は 異常 に 気づき 、 そ の こと を 英 雪 琴 に 伝え まし た が 、 彼 女 は こう し た 小さ な 兆候 
を 真 に 受け ませ ん で し た 。 


2015 年 夏 、 中 山大 学 人 類 学 部 教授 の 張 肌 は 学生 か ら セ クハ ラ 行 為 を 告発 され 、 同 校 の 卒業 生 と 学生 た ち は SNS 
な どの セル フ メ ディ ア や 校内 活動 を 通じ て 、 大 学 が 長期 的 な 予防 メカ ニズム の 確立 に 取り 組 の こと を 粘り 強く 要 
求 し まし た 。 そ の 際 に 治安 活動 に 従事 し て いた 警察 か ら 、 中 国 MeToo 運動 は 海外 の 反 中 国勢 力 に よる 破壊 活動 
だ と 説 定 さ れ て いる こと を 告げ られ まし た 。 そ の 理由 は 「 発 起 人 ら は 長年 海外 に 住ん で お り 、 標 的 を 中 国 の 長江 
学者 に 定め て いる こと か ら 、 明 ら か が に 中 国 の 学術 制度 へ の 攻撃 を 意図 し た も の だ か ら 」 で し た 。 


黄 雪 琴 は ひる み ま せ ん で し た 。 彼女 は 徹底 的 な 調査 を 行い 、 証拠 を 検証 し た つえ で 、「 好 罰 以 罰 自 己 能 交 井 教授 的 
手 」 (彼女 は 教授 の 手 か ら 逃 れ ら れる と 思っ て いた だ た) と いう レポ ー ト を 、 ノ ン フ ィ ク ショ ンコ ラム の 投稿 サイ ト 

「 網 易 人 間 」 に 発表 し まし た 。 こ の レポ ー ト は WeChat プラ ッ ト フ ォ ー ム で 公開 され た 直後 に 削除 され まし た 
が 、 綱 易 は ウェ ブサ イト と ユー ザー サイ ト の 両方 で 記事 を 再掲 し まし た が 、 や は りす ぐに 削除 され まし た 。3 度 
も 削除 され た に も か か わら ず 、 こ の 記事 が 掲載 され た 層 日 、 中 山大 学 は 張 肝 に 対す る 処分 を 公表 し まし た 。 
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黄 害 琴 は 、 MA 自分 た ち は 孤 独 で は な いと いう こと を 誰 も が 理解 で きる よう に な っ た と 信 
て いま す 。 「 自 分 が 声 を 上 げ る と 、 あ る 種 の 事態 を 変え る こと が で き 、 みん な に 、 特に 女性 だ らら か の 
Es お そら く 、 自 分 の た めで は な く 、 ほ か の 誰か の た め に 、 さ ら に 言え ば 、 よ り 多 く の 女 
性 た ちの た め に 自分 は 立ち 上 が っ て いる の だ と 思え る の で す 。 この よう な 考え は 実 の と ころ ずっ と 私 を 刺激 し て 
きま し た 。」 彼女 が 最も 誇り に 思う の は 、 あら ゆる 案件 に お いて 自分 が 仲介 者 と し て 、 被害 者 に 地元 の 弁護 士 を 紹 
介し た り 、 地 元 の 記者 を 選定 し た り 、 被 害 者 同士 が 知り 合い 、 ぞ その ネッ トワ ー ク に ソー シャ ル ワ ー カ ー を 参加 さ 
せる な ど 、 彼 女 た ち を 支援 する ネッ トワ ー ク を 立ち 上 げ る こと が で きた だ た こと だ と 言い ます 。 


実際 、 彼 女 の 役割 は リー シャ ル ワ ー カ ー に 似 て いま す 。 彼女 は か つて 、 2018 年 に 自分 が し た の は 報告 者 と し て 
の 仕事 で は な く 、 被 害 者 た ち に 寄り 添う つこ と で あっ た と 語っ て いま す 。「 ほ ん と うに 疲れ ます よ 。・・・ お そら く 
ー 週 間 の うち 3<4 日 も 、 彼 女 た ち に 付き 合っ て 真夜 中 の 3 ン 4 時 まで お し ゃ べり する の で すか ら 。」 匿名 の あ 
る 支援 者 は 、 ト ラウ マ を 抱え た イン タビ ュー 対象 者 と よく 何時 間 も 過 ご し た と 語っ て いま し た 。 ト ラウ マ を 抱え 
る 被害 者 は その 時 尽 で 様 久 な 反 太 を 見 せま す 。 あ る こと に 執着 し た り 、 境 界 性 パー ソナ リティ 障害 を 発症 する 人 
も いま す 。 長 時 間 つ き あ い を 続け る こと は 非常 に 骨 の 折れ る こと で 、 エネ ルギー も 消費 し ます 。 実際 、「 李 野 量 事 
件 」 の 当事者 が 、 2019 年 に 最初 に 助け を 求め た の が 英 雪 琴 で し た 。 彼 女 は 事件 の スト ー リ ー に 疑問 を 感じ つつ 
も 、 外 部 に 情報 を 漏らす こと な く 、 相 設 が 来 た 時 に は で きる だ け 寄 り 添 お うつ と し た し 、 数 万 字 に 及ぶ メモ も 残し 
まし た [ 李 星 星 事件 : 角 灸 明 事件 と も いい 、 2020O 年 に 企業 家 の 秋 鯨 明 が 未成 年 に 対す る 性 行為 強要 で 告発 され た が 、 後に 警察 や 
行政 当局 が 調査 し た と ころ 、 被 害 者 は 年 齢 を 偽り 加害 者 の 「 養 女 」 に な る な どの 虚偽 行為 が 発覚 し て お 蔵 入り し だ 事件 ]。 


2018 年 の 夏 か ら 、 黄 雪 琴 は 監視 の 対象 に な り ま し た 。 善 察 
は 彼女 の 周囲 を うろ うろ する の を やめ て 、 彼女 の と ころ へ 直 
接 行き 、 彼女 の 協力 者 た ちと の 関係 に 介入 し 、 セク ハラ に つ 
いて あま り の 書か な いよ う 忠 告 し まし た 。 何 度 も 妨害 され だ た た 
め 、 彼女 は 地下 に 潜 ら ざる を 得 な く な り 、 公 の 場 で 発言 する 
記録 者 か ら 、 ア クティ ビス ト に 変貌 し まし た 。 彼女 は また 、 
フェ ミニ スト コミ ュ ニ ティ へ の 関 号 を 強め 、 フェミ ニス ト の 
弁護 士 に 案件 を 紹介 し た り 、 フ ェ ミ ニス ト 活 動 家 の 共同 署名 
に 参加 し た り 、 共 同署 名 の 郵送 を 手伝っ た り し まし た 。 
2019 年 の 全人代 の 開催 期間 中 に 、 彼 女 と 仲間 た ち は 全 人 
代 の 代表 め 委 員 ら に 390 通 以上 の 手紙 を 送り 、 セ クハ ラ を 
防止 する 制度 の 確立 を 呈 び か ひけ まし た 。 


いさ 


逮捕 され る 前 に 撮影 し た 一 枚 


最初 の 自由 喪失 : 場所 の 分 か ら な い 「 別 菩 」 に て 


「2019 年 以来 、 黄 雪 琴 被告 は 国内 外 の オン ライ ンプ ラッ ト フ ォ ー ム や ソー シャ ル メ ディ ア 上 で 我が国 の 
政府 を 歪曲 や 攻撃 する 扇動 的 な 文章 主張 を 繰り 返し 発表 し た 。」 一 一 覧 雪 琴 ・ 王 建 兵 事件 の 起訴 状 よ り 


「 お そら ぐ く 党 三国 家 と いう 強 カ な シス テム の も と で は 、 無 知 と 恐 怖 が 醸 成 さ れ 、 情 報 と ニュ ー ス が 遮断 され 、 
現実 と 真実 が 歪め の られ る か も し れ ま せん 。 し か し 、 そ れ を 経験 し 目撃 し た 私 た ち は 、 無知 な ふり を する こ 
と も 、 記録 を 放棄 する こと も 、 座 し て 死 を 待つ こと も で きま せん 。 暗 聞 は 無限 で す が 、 唯一 茅 され た 真実 
と 光 の 六 蹴 を 手放し て は な り ま せん 。」 一 商 雪 琴 、「 私 の 『 逃 亡 犯 送還 条例 』 反対 デモ の 記録 」 よ り 


黄 雪 琴 は 2019 年 初め か ら 香 港 で の 訪問 留学 の 一 廊 で 、 多 く の セ クハ ラ 被 害 者 と 時 間 を 過ごす ボラ ンティア に 
従事 し た 。 こ の ボラ ンティア 活動 は その 年 の 6 月 の 一 が 月 の 間 は 休止 し まし た 。 その 時 、 香 港 で は 逃亡 犯 築 例 の 
改悪 に 反対 する デモ が 頻発 し て お り 、 彼 女 も また そこ に 参加 し て いた か ら で す 。 中国 国内 の 規制 され た SNS で 
は 、 情 報 ゆ ニュ ー ス が 歪曲 され て 伝え られ て いた こと か ら 、 彼 女 は 「Matters」 の ウェ ブサ ービス を 使っ て 香港 
の 本 当 の 声 を 伝え まし た 。 「 真 実 を 伝え な いい ジャー ナリ スト な ん て いる ?」 一 一 これ が 、 真実 を 書く と 危険 だ と 彼 
女 に アド バイ ス し た 人 に 対す る 彼女 の 返事 で し た 。 


彼女 は 、 2019 年 9 月 か ら 学期 が 始ま る 香港 大 学 人 権 法 専攻 の 奨学 金 プ ログ ラム に 応募 し 、 意気 揚 尺 と LLM 法 
学修 士 写 の 取得 を 目指 し て いま し た だ た 。 し か し 、 彼 女 が 6 月 に 書い た 香港 に 関す る 記事 が ネッ ト に アッ プ さ れる 
と 、 警 察 は すぐ に 動き 出し 、 広 州 に ある 彼女 の 実家 を 訪れ 、 両 親 に 嫌がら せ を し た の で す 。 彼 女 は 仕方 な く [ 時 
間 稼 ぎの た め に ] 香港 か ら 台 湾 へ 渡航 し まし た が 、 台 湾 か ら 広 州 に 帰国 し た 際 に パス ボー ト と 香港 へ の 通行 証 を 
没収 され 、 香 港 へ の 久 学 が 不可 能 に な り ま し た 。2019 年 10 月 、 彼 女 は 「 騒 動 を 起こ し た 」 と し て 拘束 され 、 
自由 を 失い まし た 。 そし て 当局 が 指定 し た き 人 監視 の も と で の 生活 を 奈 儀 な くさ れ ま し た [正式 な 逮 
捕 で は な く 、 行政 措置 と し て 拘束 され 取り 調べ を 受け る 処分 ]。 そ の 部 屋 は 広州 白雲 区 の 拘置 所 の 近く に あり 、 事 実 上 の 
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拘置 所 の 「 別 荘 」 と いえ まし た 。 彼女 の 友人 ただちに よる と 、 そ こ は お そら く ぐ 党 の 幹部 が 不祥事 を 起こ し だ 時 に 軟 
侍 さ れ 、 取 り 調 べ を 受け る で は な いか と 推測 し て いま す 。 


英 雪 琴 が この 場所 で の 監視 下 の 生活 を 終了 し た の は 2020 年 1 月 17 日 で し た 。 解 放さ れ た 日 の 夜 、 彼 女 は 家 
に 帰っ て ゆっ くり 眠る こと を 選択 せ ず 、 多 く の 友 人 ら を 呼び 集め て 、 自 分 が 経験 し た こと を し っ か り と 伝え る こ 
と に し た の で す 。 


彼女 は 内 心 に お ける 戦争 を 経験 し た ば か り だ っ た の で す 。 


解放 され る 前 の 日 の 夜 、「 国 宝 」 ら は 黄 雪 琴 を バー ベ キ ュー に 連れ て 行き まし た 。「 も つう 数 か 月 すっ と 一 緒 だ っ た 
の で 友達 みた いな も の だ よ 。 ま え は 青葉 な ん て 食べ な いと 強情 を 張っ て いた けど 、 騙 日 は 一 緒 に バー ベ キ ュー を 
食べ な が ら お 漂 ま で 飲ん で いる ん だ し ね 。」 


これ まで 、 英 雪 琴 が 「 国 宝 」 ら に 接する と き に は 、 常に 非常 に か た く な な 紫 度 を と っ て きま し た 。 彼女 は 「 国 宝 」 
の 韓 旋 を 頼ん だ りす る こと も な く 、 極め て スト レー ト に 道理 を 説き 、 疑問 が あれ ば 反論 し て いま し た 。 「 彼 ら は こ 
うい う の で す 。 『 黄 雪 琴 、 あ な た は 間違っ て いる よ 』 と 。 私 は 『 ど こ が 間 違っ て る の で すか ご どの 法律 に 問 違い だ 
と 書い て いる の で すか ? 教 えて くだ さい 』 と 言い まし た 。」 


「 一 口 の 青菜 も 食べ る 気 は な い 。」 これ は 商 雪 琴 が 日 記 に 書い た こと で し た 。 HDP 
彼女 の 思想 的 変化 を 研究 する 資料 と し て 使わ れ ま し た 。「 国 宝 」 は 彼女 が 外国 の グル ー プ に 洗脳 され た と 信じ 
いま し た 。 還 和 に 表 本 守 1 な 四 OH2 宮 こら デジ ウ ウ で きく に なら ワ こそ 
せん で し た 。 そ ぞ それは 国民 の 税金 だ と 思っ て いた か ら で し た 。[ こ の 時 の こと を 彼女 は 日 記 に 書き 、 抱 束 後に 国宝 は それ を 
読ん だ ] 


し か し 、 釈 放さ れる 直前 の 夜 、 彼女 は 少し リラ ックス し た 気分 に な っ て いま し た 。 この 監視 付き の 軟禁 は 2019 
年 1O 月 か ら 4 が 月 間 続 きま し た 。 男女 2O 人 以上 の 「 国 宝 」 た ちと 一 人 で 対 財 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 

謙 て いる 間 も 消 灯 で きず 、 嫌 返 り を 打つ だ た びに 記録 され まし た 。 警 官 は 強硬 な 奴 か ら 懐 柔 的 な 奴 ま で 、 い ろ ん な 
タイ プ ブ が 彼女 を 取り 調べ まし た 。 雪 琴 は 赤ワイン を 飲 お の が 好き だ っ た の で 、 彼 ら は 彼女 に 赤ワイン を 持っ て き 
て 、 酔 っ だ 勢い で 弁護 士 を 交代 の 同意 書 に サイ ン さ せよ うと し まし た 。 あ る 女性 警察 官 は 「 子 ども た ちと 一 緒 に 
家 に いる は ず だ っ た の に 、 結局 あな た の 監視 の た め に ここ に いな けれ ば な ら な い 」 と 話し か け て きた だ たり し まし た 。 


「 国 宝 」| は こん な こと も 言い まし た 。「 私 た ち も 事 魔 で は な い 。 普 通 の 人 間 で す よ 。」 それに 対し て 雪 琴 は こつ 返 
事 を し まし た だ た 。「 あ な た に は 普通 の 人 間 的 な 側面 と 悪魔 的 な 側面 が あり ます ね 。 悪魔 的 な 側面 は 体制 が 作り 出し 
た も の で し ょ う 」 と 。 国宝 に 対し て 何 度 も 「 自 由 こ と は 何 か 、 正 義 議 と は 何 か 、 フ ー コ ー 理 諭 と は 何 か 」 を 繰り 返 
し 説明 し て きた 彼女 が 、 こ の よう に 返事 を する こと は 、 そ れ ま で の 説得 的 態度 と 違い 、 も う 議 論 を 続け る 気 が な 
いこ と を 意味 し まし た 。 


彼女 は すぐ に 上 自分 の 小さ な 譲歩 を 恥ず か し く 思 いま し た 。 解 放さ れ た 最初 の 夜 に 彼女 は 夢 を 見 まし た 。 夢 の な か 
で は 自分 が 死ん で いて 、 そ の 夢 の 中 で 誰か が 自分 の 体 を 包ん で いる の を 見 た の で す 。 夢 の 中 で は 彼女 は 幽霊 に な 
っ て お り 、 自分 の 死体 を 包ん で いた の は 「 国 宝 」 で し た 。 彼女 は 滅入っ て し まい まし た 。 そし て ある 面 で 「 国 宝 」 
ら が 成功 し て いる こと に 気が付き まし た 。 彼 女 が 以前 より も 声 を 出す 勇気 が が く な っ て いた か ら で す 。「 ど れ だ 
け 消 耗 に 感じ た と し て も 、 ど れ だ け 疲 れ て 話し た く な く て も 、 上 自分 の 考え に 意義 を 持つ と いう 意識 が 喪失 し 、 説 
明 す る こと が 億 区 に な っ た り し て し まい まし た 。 こ の よう な 変化 は 彼ら の 望め と ころ だ っ た の で す 。」 


黄 雪 琴 が 自分 を 救う 訪 法 は 、 閉 じ 込め られ た 経験 を 友人 に 話す こと で し た 。 彼 女 が 確認 し た か っ だ の は 、 自 分 
まだ 強い 生命 力 を 持っ て いる と いう こと で し た 。「 ポ NR さい ED に に で さり 
り 、 最 初 の 逮捕 ・ 釈 放 後 の 人 生 は 、「 自 分 を も うつ 一 度 見 つけ だ し た だ た い 」 と いう 思い か ら 始 まり まし た 。 


広州 在住 の アー ティ スト 、 葉 藤 が は じ め て 黄 雪 琴 を 見 た の は 、 軟 禁 か ら 解 放さ れ だ た あと の 最初 の 会 合 の と き で し 
た 。 彼 女 は 軟禁 中 の 経験 を 率直 に 語り まし た 。 葉 蔵 は 彼女 か ら 感 動 を 受け まし た 。 彼 女 に よる と 、 そ れ は 雪 琴 の 

特別 な 経験 の せい だ け で は な く 、 彼 女 が 発する オー ラ の せい だ っ た と 言い ます 。 仲 間 の コミ ュ ニ ティ で は 、 し ば 
し ば 無力 で 、 打ち ひし が れ 、 困惑 し た 人 に 遭遇 し ます が 、 黄 雪 琴 は まっ た く 違 っ て 見 えた と 言い ます 。 「 な ん と 完 
璧 な 人 だ ろう 」 と 葉 蔵 は 感嘆 し 、「 と て も エネ ル ギ ッ シュ で 、 話 の 起承転結 も し っ か り し て お り 、 自分 自身 を 十分 
に 表現 し 、 精 神 と エネ ルギー に 満ち た 人 だ 」 と 感じ た そう で す 。 


コロ ナ 感 染 が 墓 延 し た 最初 の 年 、 メ ー デ ー 連 休 で 広州 の ロッ クダ ウン が 解除 され た と き 、 英 震 琴 は 友人 ら 数 人 と 
ハイ キン グ に 行き まし た 。 自 然 に 囲ま れ だ 登山 の 途中 、 自 由 に お し ゃ べり し た の 笑っ た り し て いま し た が 、 彼 女 
の 話 は 、 軟 禁 中 の ば か ば か し い 経 験 に つい て で し た 。 そ の 場 に いた フェ ミニ スト の 友人 は 、 彼 女 の 体験 は 深い ト 
ラウ マ を も た だ たら す だ ろ うと 思い まし た が 、 英 雪 琴 の エネ ルギー と 精神 は 軟禁 前 と 何ら 変わ ら な いよ う で し た 。 
「 彼 女 は 本 当 に 前 向き で 、 あ る 種 の 無邪気 さ を 持 っ て いま す 。」 
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木曜 日 の 会 合 


「2020 年 11 月 以来 、 被 告 王建 兵 と 黄 雪 琴 は 海外 通信 ソフ ト を 利用 し 
て 収集 情報 を 公開 し 、 被告 王建 兵 は 会 場 と な っ た 広州 市 海 珠 区 新港 西 路 
149 号 202 号室 で 定期 的 に 複数 人 を 招集 し て 集会 を 開催 し た 。 社 会 
的 な 話題 を 利用 し て 、 参加 者 に 対し て 我が国 の 国家 権力 に 対す る 不満 を 
煽っ た 。」 一 - 商 雪 琴 ・ 王 建 兵 事 件 の 起訴 状 よ り 


2020 年 頃 か ら 、 黄 害 琴 は 会 合 に 頻繁 に 現れ る よう に な り ま し た 。 場所 は 王建 
兵 氏 の 上 自宅 で し た 。 英 雪 琴 と 王建 兵 は 主 に この 会 合 を 理由 に 一 緒 に 逮捕 され ま 
(7) 


会 合 の 場所 は 202 号室 で し た 。 同 じ く 会 合 に 参加 し て い だ 労 働 ア クティ ビス 
ト の 祥子 さん は 、 黄 雪 琴 と 王建 兵 さ ん が 逮捕 され る まで 、 会 合 が 開催 され て い 
だ 部 屋 番号 が 202 号室 で ある こと を 知ら ず 、 警 察 の 資料 で 初め て 知っ た と い 
いま す 。 多く の 人 に と っ て 、 こ の 空間 は 王建 兵 の 部 屋 の 客間 で 、 木 曜日 の 夜 に 
ドア を 開け れ ば 、 さ ま ざ ま な 友達 が 集まる 場所 で し た 。 「 毎 週 木 曜日 その ドア を 
開け れ ば 、 必 ず 誰 か が 待っ て いま し た 。」 


海 珠 区 新港 西 路 149 号 202 室 の 対面 に ある 康 壮 紡 績 エリ リア の 風 祥 


その スペ ー ス は 中 山大 学 の 近く に あり 、 職 業 病 予 防 管理 セン ター に も 近い 。 逮 捕 さ れる 以前 、 王 建 兵 は この 部 屋 
の 契約 期間 が 終わ っ た ら 、 家 賃 の 安い 郊外 に 引っ 越 そ うと 考え て いた よう で す 。 彼 は それ ほど 収入 が ある わけ で 
も な いこ と は 、 み ん な 知っ て いま し た 。 し か し 、 賃 貸 契 約 の 期限 が 切れ た 後 も 、 王 建 兵 が 市 の 中 心 部 に ある その 
部 屋 を 維持 し つづ けた の は 、 2018 年 以降 に 彼 が 労働 者 の 権利 に 関す る 活動 に 従事 し て きた か ら で し た 。 湖 働 者 
に と っ て この 場所 に 来る の は と て も 便利 だ っ た か ら で す 。 


2015 年 以前 は 、 こ の よう な 会 合 は 広州 の いた る と ころ で 行わ れ て いま し た 。 特に 中 山大 学 の 近く に は 、 市 民 社 
会 セン ター と ジェ ンダ ー 教 育 セ ンタ ー の ふた つの 大 き な 旗 が た だ なび いて お り 、 そ の 周囲 で は 若者 を 中 心 に し た 草 
の 根 グ ルー プ の 活動 が み ら れ 、 中 山大 学 の 学生 だ け で な く 、 全 国 各地 か ら の 人 尺 を 引き 付け て きま し た 。 


香港 で の オキ ュ パ イ ・ セ ント ラル 運動 [2O14 年 9 月 の 雨傘 運動 ]、 人 権 派 弁護 士 の 大 量 逮 捕 (7O9 大 弾 圧 )、 フ ェ 

ミニ スト ら 5 姉妹 の 逮捕 な ど 、 こ こ で 育ま れ て きた ジェ ンダ ー や 労働 に 関す る NGO は 次 尺 と 閉鎖 され 、 研 究 者 ら 
は 離散 を 才 儀 な くさ れ 、 多 元 的 だ っ た 中 山大 学 の キャ ン パ ス の 雰囲気 は ます ます 上 厳し く な り 、 周 辺 地域 で の 会 合 
も 縮小 し て いき まし た 。 


祥子 、 王 建 兵 、 黄 雪 琴 の 成長 の 軌跡 に は 共通 点 が あり まし た 。 彼 ら の 仕事 と 生活 は 広州 の 環境 変化 と 密接 に 関係 
し て いた と いう こと で す 。 み ん な で お 互い を 支え 合い 、 成 長 し 、 共 に 発展 で きる 状態 に 回 復 で きる 空間 を 維持 し 
た いと 考え て いま し た 。 


この 会 合 が いつ 始ま っ た の か を 遡る こと は 困難 で す が 、 そ の 後 、 王 建 兵 、 黄 雪 琴 、 祥 子 が 頻繁 に 会 合 を 開催 する 
よう に な り ま し た 。 し か し 、 現場 に は 主催 者 も リー ダー も いま せん で し た 。 黄 雪 琴 は 、 月 に 2>3 回 は 参加 する 
ほど 熱 羽 で し た 。 


木曜 日 の 会 合 で は 、 特 に 驚く よう な テー マ は あり ませ ん で し た 。 話題 は 参加 者 の 立場 が 様々 な こと を 反映 し て 、 
自由 に 発せ られ て いま し た 。 「 例 えば 、 こ ん な 友達 が 広州 に 遊び に 来 た か ら 、 会 合 に 来 て も らい 、 自分 の や っ て る 
こと を 話し て も らい まし た 」。 会 合 は さま ざま な 形式 で も だ たれ 、 その 多く は 同じ 年 代 で の 交流 で 、 自分 の 論文 に つ 
いて 話し た り 、 自 分 の 経験 を 話し た りす る こと も あり まし た が 、 目的 の な い お し ゃ べり を する こと も あれ ば 、 た だ た 
だ 有 麻雀 ゆめ カー ド ゲ ー ム 「 三 国 殺 」 を する こと も あり まし た 。 


大 学 で の 密告 、 職 場 で の 密告 、 ス ネッ ト で の 密告 な ど 、 密 告 が 当たり 前 と な っ て いる 社会 に お いて 、 一 般 の 人 は 自 
分 の 考え や 意見 、 あ る い は 気 に な っ た こと を 表現 する こと 、 そ し て 自分 が 憂 錦 で あめ る こと を 話す こと は 非常 に 難 
し いも の で す 。 


これ ら の テー マ は 包容 力 あ る 社会 を 構築 する で し ょ う 。 普通 の 時 期 、 つ まり 2010 年 頃 の 広州 で あれ ば 、 こ れ 
ら の テー マ は 信 が 行き 交 う 場所 で 間違い な く 熱 に 議論 され た で し ょ う 。 し か し 、 コロ ナ 褐 の 時 代 の 中 国 で は 、 
こつ し た テー マ は 水面 下 や 周辺 を あら わす 代名詞 と な っ て お り 、 政 治 的 憂鬱 を 抱え た 若者 た ち は 、 思 め を 求め て 
木曜 の 夜 に し か 集まる こと が で き な か っ た だ の で す 。 


これ ら の テー マ に は 次 の も の が 含ま れ ま す 。 


・ 職 業 学校 生 の 将来 に つい て 。 

・ 工 場 の 組み 立て ライ ン の ゲイ コミ ュ ニ ティ に つい て 。 
・ ア ー ト の 世界 で 女性 蔵 視 | ゴシップ に つい て 。 

・ 国 内 の LGBT コミ ュ ニ ティ の 分 散 と 崩壊 に つい て 。 
・ セ ックス ワー カー と エイ ズ 予 防 活動 の 歩み に つい て 。 
・ 清 掃 労 働 者 の 権利 を 守る 活動 に つい て … 


これ ら の 会 合 で は 、 雪 琴 は し ば し ば 「 好 奇 選 を 求め る 肖 度 で は な ぐ 、 他 の 人 尺 が 共有 し よう と する こと 本 当 に 気 
を 配る 」 と いう 、 非 常に 誠実 な 参加 者 と し て ふる まい まし た 。 そ の 1^2 年 の 間 、 葉 藤 の 印象 で は 、 ほ ほぼ 毎 週 、 
誰 も が 何 か 新 し い テ ー マ を 持ち より 、 た と えば 、 張 展 の 逮捕 の 状況 や 、 誰 々 が どう な っ た な ど 、 木 曜 の 夜 の 会 合 
に 話題 を 持ち 寄り 話 あ いま し た 。 [ 張 展 さん は 市 民 記者 と し て 2020 年 2 月 に コロ ナ で ロッ クダ ウン し た だ 武漢 か ら SNS で 状 
況 を 発信 し 、 社 会 に 騒乱 を も た らし た と し て 5 月 に 逮 捕 され 、12 月 末 に 懲役 4 年 の 実刑 判決 を 受け 24 年 5 月 に 満期 釈放 され 
た ] 


黄 雪 琴 の 隣人 で 友人 の 馬 克 (マー ク ) が 初め て 会 合 に 参加 し た と き 、 す ぐ 

に 驚い た 。「 こ ん な に だ た くさ ん の 人 を 久しぶり に 見 た 」。 当 時 、 人 及 は コロ 。 
ナ に よる ロッ クダ ウン が 解除 され 、 外 出し た り 友 人 と 会 っ た り で きる まで 
に 回 復 し た ば か り の 時 で し た 。 そ れ ま で の 数 年 の あい だ 、 馬 克 自 身 も 長い 
ご どん底 を 経験 し て お り 、 外 に 出る こと に 消極 的 で し た 。 


集まっ て いた 人 肥 の 多様 性 も 彼女 を 驚か せま し た 。 馬 克 に よる と 、 学 校 に 
通っ て いる 人 、 働い て いる 人 、 働い て いな い 人 、 活動家 も いる し 、 活動家 で 
は な い 人 、 ア ー テ ィ ス ト 、 あ ら ゆ る 種類 の アー ティ スト 、 様 尺 な 性 的 指向 
の 人 尽 な ど … つ まり 、 彼 女 が これ まで の 社会 活動 で 見 た こと の な い 光 景 だ 和 
5 う 大 の で す 。 


祥子 いわ く 、「 こ の スペ ー ス が どれ ほど 大 き な 問 題 に 対 上 で きた か は 分 か り ! 
ませ ん 。 現 在 の 社会 に 非常 に 不安 を 感じ 、 ト ラウ マ を 抱え て いる 人 も いま 
す 。 こ うし た 人 有 尺 に と っ て 、 こ の スペ ー ス は 相互 支援 の ネッ トワ ー ク を 提 
供し まし た 。 そ こ で は ネガ ティ ブ な こと を も た だ たら すこ と は な く 、 お し ろ こ 詳 
れ 以 上 みん な が 落ち 込ま な いよ うに 、 も っ と 前 向き な 姿勢 で 現状 を 理解 し 財 
た り 、 ほ か の 人 だ ちの や っ て る こと を 見 な が ら 、 カ を 区 え て ほし いと 願っ 
て いま し た 。」 


市 民 教育 


「 被 告 黄 雪 琴 は 、2020 年 12 月 か ら 2021 年 5 月 まで 、 海外 の リモ ー ト 会 議 ソ フト を 利用 し て 、 国 内 外 
の 主要 な 出来 事 や 社会 運動 な ど を コン テン ツ と し て 利用 し 、 参加 者 に 我が国 の 国家 を 批判 する よう 扇動 す 
る 『10 回 講座 』 を 企画 、 開 催し た 。」 黄 雪 琴 ・ 王 建 兵 事件 の 起訴 状 よ り 


木曜 日 の 夜 の 会 合 に 加え て 、 英 雪 琴 が この 2 年 間 で 多大 な エネ ルギー を 注い だ の が 「10 回 講座 」 で す 。 この 講 
座 は 二 期 お こ な わ れ 、 第 一 期 は 202O 年 7 月 か ら 10 週間 お こ な わ れ ま し た 。 


黄 雪 琴 は WeChat の Moments (友達 ) と 豆 北 (Douban、 SNS サー ビス ) に ポス ター を 投稿 し まし た だ た 。「1O 
回 講座 」 で は 、「 世 界 に 好奇 選 を 持ち 、 公 正 と 正義 を 追求 し 、 変 化 を 望 お の パートナー」 を 募集 し た いと 考え まし 
た 。 彼 女 は 第 一 期 に 3O 人 の 聴講 生 を 期待 し て いま し た 。 第 一 期 の 聴講 生 だ っ た ZOO さん に よる と 、 十 数 人 の 
聴講 生 が 参加 し た と いい ます 。 


最初 の 講座 が 正式 に スタ ー ト し だ 時 点 で は 、「 中 国 の フェ ミニ スト 運動 の 1OO 年 」 や 「 抵 抗 す る 女性 た ち 」 と い 
っ た フェ ミニ ズム を 知る 講座 の ほか 、「Black Lives Matter」、「TikTok と ファ ー ウ ェ イ 事件 か ら テ クノ ロジ ー 
主権 を 考え る 」 な どの 社会 的 事件 も テー マ に 挙 げ ら れ て いま し た 。 講師 は 黄 雪 琴 が 招請 し まし た 。 中 国 の フェ ミ 
ニス ト 運 動 の 1OO 年 に つい て は ミシガン 大 学 の 女性 と ジェ ンダ ー 研 究 と 歴史 学 の 名 普 教 授 で ある 王政 で し た 。 
彼女 は 中 国 と 米国 を 行き 来 し 、 学 術 活動 を 行っ た り 、 活動家 コミ ュ ニ ティ に ジェ ンダ ー 研 究 理論 を 広 の た り し て 
きま し だ た 。 


黄 雪 琴 は 講座 の ボス ター に 「 現 実 と つなが り 、 不 業 理 と 無知 に 共に 抵抗 し まし ょ う 」 と 書き まし た 。「10 回 講座 」 
の 料金 基準 は 1 人 1O0 元 で し た が 、 そ れ は 冷や か し 防止 の た めで 、 す べ て の 講座 を 受講 し た 場合 は 1OO 元 が 
返金 され まし た 。 第 2 期 は 2021 年 4 月 に スタ ー ト し まし た 。 第 1 期 と 大 きく 異な る の は 、 第 2 期 の コー ス 
の 内 容 が 「 よ り セ ン シ テ ィ ブ 」 で あり 、 ほ と ん どす べ て が 活動 家 の 生涯 に 関連 し て いる こと で し た 。 


202 号室 の 近く に ある 街頭 の 労働 市 場 


8 


第 二 期 の 講座 で 講師 を 務め た 魅 里 (スー リー) に よる と 、 自 分 の 講義 内 容 は アク ティ ビス ト の PTSD に つい て 
の 内 容 だ っ た と いい ます 。「 ト ラウ マ は 外部 環境 か ら だ け で は な く 、 コ ミュ ニテ ィ 内 部 か ら も た だ たら され る 」。 彼 女 
自身 は こう いっ た テー マ は 極め て 周辺 的 な も の だ と 思っ て いま し た が 、 た めし に 他 の テー マ を 聞い て みた と ころ 、 
それ は 障がい 者 の 雇用 就労 に 関す る も の で し た 。 ぞ その 時 彼女 は 、 市 民 教育 の 内 容 は 極め て 多様 か つ 広 範囲 に わた 
る テー マ な の だ と いう こと を 理解 し まし た 。 


魅 里 は 講座 と 木曜 日 の 夜 の 会 合 に は 似 た よう な 中 届 点 が ある と 考え て いま す 。 英 雪 琴 は 常に 、 周 囲 の 友人 だ た ち に 
自分 の 人 生 の 物語 を 話す よう 勧め て いま し た 。 こ の スペ ー ス で は 、 普 段 間 く こ と が で き な い 内 容 ぶ 、 他 の スペ ー 
ス で は 聞け な 内 容 も 聞く こと が で きま し た 。 


ーー 期 は 1O 週間 に わた り 、 英 雪 琴 は 聴講 生 た だ た ち に メー ル で 講座 の 内 容 を 予告 する と と も に 、 毎回 か な ら す 現在 の 
状況 ① 気 持ち を 伝え て いま し た 。 


2021 年 ら 月 、 彼女 は 四川 省 波川 地震 [2008 年 5 月 に 発生 し た 大 地震 で 7 万 人 近く が 亡くな り 1 万 8 千 人 近く が 行 廊 不 
明 ] と 成都 49 中 学生 事件 [2021 年 5 月 に 高等 中 学 三 高 校 2 年 生 が 飛び 降り 自殺 と 判断 され だ 事件 。 家 族 は 事件 に 巻き 込ま 
れ た の で は な いか と 疑っ て いた ] に つい て 次 の よう に 書き まし た 。 


「 最 近 は いろ いろ な こと が あり まし た 。 波川 地 震 の 記 意 日 で も あり 、 気 分 は 落ち 込ん だ まま で す 。 数 日 前 に 成都 
の 第 49 中 学校 で 起き た 事件 も た め 息 が 出る ば か り で す 。 学校 と 政府 関係 者 の 保身 と 居 丈 高 な 声明 か ら 見 て 、 す 
で に タキ トゥ ス の 詞 [ 何 を 言っ て も 信頼 され な い 状 態 ] に 際 っ て いる か の よう で す 。 市 民 の な か に は 、 ネ ッ ト 上 
で の 問 りか ら 実 際 の 献花 活動 に 移行 し て いる 人 も いて 、『 真 実 』 を 叫ぶ 声 は 激しく な りつ つ あ り ま す … か が つて ま 
だ 市 民 社 会 に 活動 の 余 地 が あっ た 時 は 、 似 た よう な 事件 の 際 に は 、 多 く の 市 民 が (さま ざま な 都市 部 で ) 同様 の 
行動 を 起こ し 、 真 実 を 掘り 起こ し 、 ジ ャ ー ナ リス ト も 真相 究明 の だ ため に 取材 を し て 、 当 局 の 管理 上 の 問題 を 指摘 
し て きま し た 。 市 民 が 犠牲 者 へ の 献花 を 通じ て 責任 を 問う こと も で きる し 、 署名 を 集め る こと も で きる で し ょ う 。 
他 の 学校 で も 討論 会 や 調査 活動 を 始め る こと も で きる で し ょ う 。 全日 で も 成都 で は こう し た 行動 を 起こ し て 社会 
的 的 事件 に か か わろ うと する 勇気 が 存在 し て いる こと を うれ し く 思 いま す 。」 


2021 年 6 月 、 彼 女 は こう 書き まし た 。 


「 い つの 間 に か も う 6 月 中 旬 に な っ て し まい まし た 。22 年 経っ た 今 で も 語ら れず 、 詞 され る こと も な い 6・ 

4 の 日 を 、 う つつ お ず き な が ら 「『 安 全 』 に 過ごし て きま し た 。 過去 を 直視 し よう と し な い 国 で 、 忘 れる こと が 得意 な 

国 で 、 私 た ち に で きる こと は 、 体 験 者 に よる 継 り の 告発 、 悲 痛 な 叫び 、 歴 史 の 中 に 浮遊 する か すれ た だ 声 に 耳 を 傾 
ける こと だ け で す 。 そ の だ た び ご と に 開く 傷口 は 、 そ れ を 忘れ な いた め な の で す 。」 


彼女 は 挫折 やめ 痛み に つい て 書き な が ら 、 軽 や か な 強 さ を 伝え る こと も よく あり まし た 。 彼 女 は 、 み ん な か ら の メ 
ー ル を 読 お こと は 「 そ っ と 手のひら を 開い て キャ ン デ ィ ー を 見 つけ る よう な 気分 な の で す 」 と 言い 、 連 休 に な る 
と 友人 だ た ち に 向け て 「 も っ と 友達 と 一 緒 に 旅行 する よう に 。 大 切な 友達 と 一 緒 に いる の は と て も 幸せ な こと で す 」 
と メッ セー ジ を 送っ て きま し た 。 彼女 は 良い 人 生 を 送る た め の 方 法 を よく 伝え て きま し た 。「 不 条 理 な 日 常 生活 
の 中 で 理性 を 保ち 、 友 人 と お 酒 を 飲ん どり 、 ハ イキ ング に いっ た り 、 版 画 を 彫 っ た り 、 ド ラマ を 観 た り 、 そ ん な 
小さ な 楽し み を 見 つけ て くだ さい 。《 | told sunset about you》 の 第 2 シー ズン が 始ま り ま し た [タイ の BL ド 
ラマ 。 邦 題 『 僕 の 愛 を 君 の ゆ で 訳し て 』]。 絶 対 に お 勧め で す 。 人 生 に 池 と 彩り を も た らし て くれ る は ず で す 。」 


この 講座 を 二 期 と も 受講 し た ZOO に よる と 、 そ の と き 最 も 感動 し た の は コミ ュ ニ ティ の 雰囲気 だ っ た と いい ま 
す 。 講座 が お わる と 黄 雪 琴 は 、 全 員 が 自分 の 興味 の ある 分 野 や 自分 の ライ フス トー リー を みん な で 共有 する リモ 
ー ト 活動 を 提案 し まし た 。 


ZOO は また だ た 、 彼 女 が 非常 に 感銘 を 受け た 件 に つい て 話し まし た 。 当 時 、 講 座 の グル ー プ 内 で セク ハラ に 当たる 
行為 を 行っ た 人 物 が いま し た 。 黄 雪 琴 は 、 その 講座 の 発起 人 と し て 、 個別 に 聴講 生 に 事情 を きき まし た 。 ZOO が 
現在 に 至る まで 、 被 害 者 が 誰 で あっ た の か を 知り ませ ん 。 黄 雪 琴 は 二 次 被害 を 避け る た だ た め に 、 被 害 を 受け た 女 生 
徒 を 守る アプ ロー チ を と っ た の で す 。 こ れ は 彼女 の 経験 に 基づく こと で あり 、 ま た 彼女 の 知恵 で も あり まし た 。 


黄 害 琴 は セク ハラ の 当事者 と 対 財 す る 際 、 相 手 に 十分 な 発言 の 款 地 を 写 え る こと に 多く の 時 間 を 費やし つつ 、 こ 
の コミ ュ ニ ティ か ら 去 る こと を 求め まし た が 、 同 時 に その 相手 に 長い 手紙 も 書き まし た 。 手紙 の 最後 に は こう 記 
され て いま し た 。 「 私 は 、 あな た が 自分 自身 を 大 切 に する こと を 願っ て いま す 。 も し うつ づつ 病 や 不安 症 で ある な ら 、 
治療 を 受け て ほし いと 思い ます 。 病気 が 間違い を 犯す 唯一 の 理由 や 言い 訳 で は な いと 思う か ら で す 。 問題 に 直面 
し た と き は 、 誠 実に 向き 合う こと が 必要 だ と 思い ます 。」 


逮捕 され る 前 に 撮影 し た 写真 


愛 


「 虹 の 色 が 統一 され た 赤 に 変わ る と き 、 口 を 開け ば すべ て が 賛美 歌 
に 変わ る と き 、 彼 ら が 指 を 鳴ら す だ け で 一 つの アカ ウン ト 、 一 人 
の 人 、 一 つの グル ー プ 、 さ ら に は 何 千 何 万 人 も の 人 及 が 消え 、 弾 
圧 さ れる か も し れ な いと き 、< 怖 が 幾重 に も 積み 重なり 、 記 憶 は 較 
表層 と 深層 に 漂い 、 大 小 の 悲劇 が 何 度 も 繰り 返さ れる と き 、 そ し 講 
て 彼ら 日 く 14 億 人 が 鋼鉄 の 万 里 の 長城 を 築く 必要 が ある と 語 

と き 、 私 は も うそ れ ほ ご ど 怒り を 感じ な く な り ま し た 。 私 は た だ 、 
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ー を 観 た 商 午 友 は 、 何 度 か 上 映 会 を 企画 し た いと 提案 し ま 尽 。 


英 害 琴 は アー ティ スト が 集まる コミ ュ ニ ティ で 上 映 会 を 企画 し まし た 。 上 映 後 、 ある 女性 が その 映画 の 自宅 上 映 
会 を 主催 し まし た 。 そ の 集まり に 来 た 人 の ほとん ど は 若者 で し た 。 そ の 映画 を 観 た 別 の 参加 者 は 、 珠 江 デ ル タ の 
独立 書店 で 上 映 会 を 開催 し まし た 。 こ の 書店 は 経営 を 始め て 2 年 余り で 閉鎖 され て し まい まし た が 、 そ の 2 年 
の あい だ に 20OO 回 以上 の 文化 交流 イベ ント を 行い まし た 。 


大 雪 は か つて 広州 に 住ん な で いた こと が あり まし た 。 彼女 の 経験 は 、 広 州 の 開放 的 で 宮 容 な 土壌 が 閉鎖 的 に な る ま 
で の 期間 と 重なっ て いま し た 。 彼女 が 2O 代 だ っ た 頃 、 広州 の 政治 環境 は まだ 比較 的 緩やか で 、 彼女 と フェ ミニ 
スト の 姉妹 た ち は 頻 繁 に 街頭 抗議 活動 を 行い 、 行 動 の 一 部 は メデ ィ ア に よっ て 報道 され 、 よ り 広 範 な 社会 レベ ル 
で の 議論 を 形成 し て いま し た 。 し か が し 2015 年 以降 、 彼 女 の 印象 で は 広州 の コミ ュ ニ ティ は 分 断 さ れ 、 フ ェ ミ 
ニス ト の 姉妹 た ち は 海外 に 渡っ た 人 や ① 北 京 に 行っ た 人 、 そし て これ を きっ か け に フェ ー ド アウ ト し た 人 も いま し 
た 。 つ まり みん な さま ざま な トラ ウマ を 抱え て 広州 を 去っ て いき まし た 。 


し か し この 3 回 の 上 映 会 を 通じ て 、 彼 女 は 広州 は 依然 と し て 新しい 形 の 市 民 社 会 を 生み 出し 続け て いる こと に 
気が付い た の で す 。 彼女 は 広州 に 戻っ て 生活 を 続け る こと を 決意 し まし た 。 


大 雪 の 記憶 に よる と 、 あ る 上 映 会 に は 十 数 人 が 参加 し まし た 。 上 映 の 後 み ん な で レス トラ ン に 行き 食事 を し まし 
た 。 食 事 代 は 合計 1OOO 元 あ まり で し た が 、 英 雪 琴 は 今日 は 自分 が 皆さん を ご 馳走 し ます と 申し 出 ま し た 。 大 
雪 は 、 こ の 何で も な いい 一幕 か ら 、 黄 雪 琴 が 意識 的 に コミ ュ ニ ティ を 育て て お り 、 こ の コミ ュ ニ ティ も この よう な 
人 に よっ て 成り 立つ の だ と 感じ た と いい ます 。「 コ ミュ ニテ ィ を まとめ る た だ ため に 他 の 人 より 多く の 時 間 と お 金 を 
費やし て いま し た 。」 彼女 は そん な に 裕福 で は あり ませ ん で し た だ た 。 コ ロナ に よっ て 私 生活 で も 経済 的 困難 を 経 
験 し まし た 。 


Zoo は ネッ ト 上 で ずっ と 黄 雪 琴 を フォ ロー し 、 支援 し て きた 仲間 で し た 。 黄 雪 琴 が 初め て 逮捕 され た と き [2019 
年 10 月 に 騒動 挑発 容疑 で 拘束 、202O 年 1 月 17 日 保釈 ]、 彼 女 は オー スト ラリ ア か ら 香 港 に 飛び 、 デ モ 隊 の 行く 先 尺 
で 黄 雪 琴 の 写真 を 大 量 に プリ ント し て 持参 し まし た 。 香 港 大 学 の 民主 の 壁 に 、 彼 女 は 「 私 は 中 国 本 土 出身 で 、 香 
港 の 人 尺 を 支持 し ます 」 と 書か れ だ 黄 雪 琴 の ボス ター を 多数 貼り 付け まし た 。 


202O 年 7 月 、Zoo は フェ ミニ スト 合宿 の イベ ント に 参加 し まし た が 、 そ の イベ ント で 黄 害 琴 は 偽名 を 使用 し 
て いま し た が 、 合 宿 が 終わ る と 自分 か ら Zoo に 話し か け て 来 ま し た 。「 こ ん に ち は 、 私 は 黄 雪 琴 で す 。 あ な た が 
し て くれ だ こと は 知っ て いま す 。 と て も 勇気 の いる こと で す 。 あ り が と う 。」 


当時 、 Zoo は すでに 中 国 を 離れ て お り 、 極度 の つつ 病 と トラ ウマ の 状態 に あり まし た 。 お 互 且 い に 知り 合い に な っ 

て か ら は 、 二 雪 雄 は 彼女 を 恩 め る た め に 電話 を か け ま し た 。 い つも 電話 で は 3 ン 4 時 間 も 話し まし た 。 英 雪 琴 が 
彼女 に 伝え た の は 、 痛 み に は さま ざま な 形 が あり 、 指 を 怪我 し た 人 と 腕 全 体 を 失っ た 人 と の 痛み は 全く 違う が 、 
指 を 怪我 し た 人 が 痛み を 全く 感じ て いな いわ け で は な い 、 と いう こと で し た 。 


商 害 琴 の 時 間 、 資金 、 関 選 、 愛情 は ほぼ 平等 に 全員 に 向け られ て いま す 。 黄 雪 琴 が どの よう に 彼女 ら に 寄り 添い 
どの よう に 最も 現実 的 な サポ ー ト を し た の か に つい て は 、 誰 も が 語る こと で し た 。 大 雪が 仕事 で と て も 疲れ て い 
る と 話し た と き 、 黄 雪 琴 は すぐ に 彼女 を 従 化 の 温泉 に 連れ て 行っ て くれ だ と 言い ます 。 
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馬 克 いわ く 、「 黄 雪 琴 は と て も 良い 友達 で す 。 こ こ で の 意味 は 『 私 に と っ て 
良い 友達 』 て いつ こと で は な く 、( 誰 に と っ て も ) 良い 友達 だ とい うつ こと で 
す 」。 2020 年 末 か ら 、 黄 雪 琴 と 馬 克 は 週 に 2、 3 回 は 会 い 、 そ の うち 2 回 
は 一 緒 に ヨガ を 練習 する こと に な っ た 。 馬 守 は その 年 に ヨガ の イン スト ラ 
クタ ー の 資格 を 取得 し た ば か り の で 、 黄 雪 琴 は これ を 聞く と と て も 喜び 、 馬 克 
が ヨガ を 教え る モル モッ ト (練習 台 ) に な る と 言い まし た 。 


馬 電 は 、 コロ ナ が 始ま っ た 当初 は 野菜 を 買う の が 大 変 だ っ た の で 、 黄 害 琴 が 
実家 か ら 野 菜 を 持っ て き て くれ だ こと を 思い 出し まし た 。 店 で 買っ た 野菜 
も あれ ば 、 黄 さん の 母親 が 作っ た 漬物 な ど を た くさ ん 持っ て き て くれ まし 
た 。 彼女 は また 、 近く で は どこ で 野菜 が 買え る の か 、 どの 野菜 市 場 に 何時 に 
行く の が いい の か な ど を 教え て くれ だ と 言い ます 。 


これ ら の 細か い 事 は と て も 生活 に 密着 し た こと な の で 、 取 り 立 て て 素 晴 ら 
し い 事 で は あり ませ ん 。 大 き な 標 語 の @ ス ロー ガン に は な ら な い 事 で す が 、 こ 
の 激動 の 時 代 に お いて 、 この よう な 現実 的 な 愛 は 、 それ を 与え る に し ろう 受け 
取る に 知り 、 お し ろ 貴 重 だ と 言え る で し ょ う 。 


20C2 号室 の 近く に ある 陸橋 に て 


別れ 


「 思 い 出せ る も の は すべ て 覚え て お いて くだ さい 、 悲 し み 、 怒 り 、 驚 き 、 和 失望 、 そ し て 僅か な 光 の 輝き を 、 
時 の 流れ に 浸食 され な いよ うに 。 それ は 私 た ちの 記憶 、 過去 、 そし て 未来 に な る の で す 。」 IE 2021 年 
7 月 19 日 の 英 雪 琴 の facebook より 。 


黄 雪 琴 が 初め て 逮捕 ・ 釈 放さ れ た 後 、 当 初 は 「 主 流 」 の 仕事 に 就き まし た 。 こ の 仕事 は 、 女性 向け の ソー シャ ル ・ 
イン ター ネッ ト ・ ア プリ に 関係 し た も の で し た 。 イン ター ネッ ト 企 業 が し ば し ば 誇張 する ユー ザー 像 と は 異な り 、 
この 「 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 」 イ ンタ ーネット ・ ア プリ ケー ショ ン の 実際 の ユー ザー グル ー プ は 、 田舎 の 小 都市 に 
住専 門 学校 を 卒業 し た 程度 の 学歴 の 若い 女性 た ち で し た 。 こ の 仕事 は 彼女 に そこ そこ の 収入 を 保証 し まし た 。 
コロ ナ が 収まっ て か ら は 、 彼 女 は この シス テム を 使っ た ユー ザー 調査 を 始め る こと に 決め まし た 。 彼女 と 彼女 の 
友人 だ た ち は ア ン ケ ー ト を 作り 、 こ の アプ リ の 女性 ユー ザー の 家族 関係 、 家 事 や 労働 が ボコ ロナ に よっ て どの よう な 
影響 を 受け た の か を 知る こと で 、 今 後 の 需 要 を アプ リ を 通じ て 知る こと が で きる と 考え まし た 。 し か し 、 そ の ア 
ン ケ ー ト が ユー ザー に 発出 され て か ら 1 日 も 経た な いう ち に 、 ア ン ケ ー ト 用 紙 が ネッ トワーク 全体 か ら 削 除 さ 
れ ま し た 。 そ し て 警察 が 彼女 の 会 社 に や め っ て 来 て 、 会 社 に 彼女 を 解雇 する よう 直接 病 令 し た の で す 。 


彼女 は も と も と 、 人 速 な 経済 発展 を 遂げ て いる 中 国 の 極め て 「 主 流 」 の 流れ に 属し て いま し た 。 彼 女 が 大 学卒 

後に 入社 し だ 中国 通信 社 広東 支局 で は 、 社 長 補佐 の 仕事 に つく よう 指示 され まし た 。 会社 の 管理 職 は 、 彼 女 を こ 
う 褒 め た と 言い ます 。 「 黄 雪 琴 、 あな た は 一 番 き れい と いう わけ で は な い が 、 一 番 か が や いて いる ん だ よ 」 と 。 そ 
れ に 対し て 黄 害 琴 は 「 ど うつ いう つこ と? 褒め て いる の 、 そ ぞ それと も けなし て いる の ?」 と 感じ た そう で す 。 英 雪 琴 は 
後に な っ て 、 そ ん な 「 営 め 言葉 」 は まっ だ く 誇 り に 思っ て いな いと 言い まし た 。 彼 女 は 、 自 分 が 一 部 の 権力 者 に 
「 選 ば れる 」 状況 を 経験 し まし た が 、 そ の よう な 虚構 の ステ ー ジ に お いて は 、 セ ックス と 権 カ コン トロ ー ル が 暗 
熟 の ルー ル で ある こと を 知っ て いま す 。 そ し て 、 彼 女 は その よう な 人 生 を 送る こと を 拒否 し まし た 。 


最初 に 釈放 され た と き 、 彼 女 に 対す る 監視 の 度合 い は 維持 され 続け まし た 。 警 察 は 週 に 一 度 〇 っ て 来 て 、 彼 女 の 
計画 や いく つか の 事件 に つい て の 考え を 聞き まし た 。 コ ロナ 規制 が 解除 され た 後 、 友 人 グル ー プ ら と 郊外 に 遊び 
に 行き まし た 。 郊外 で 物書き 教室 を 運営 する 友人 宅 の テラ ス を 借り て お 茶 を 飲ん だ り し て くつ ろ ぎ まし た 。 この 
家主 は 雪 琴 の こと を 知ら ず 、 ま だ た その 日 は 家 を 空け て いま し た 。 し か し 、 そ の 夏 の 終わ り に は 、 そ の 家 に 監視 カ 
メラ が 数 台 設置 され て いま し だ た 。 人 づ て に 聞い た と ころ 、「 こ こ に 来 て は いけ な い 人 が きだ た らしい 。」 


彼女 の 自宅 の 一 階 に も 監視 カメ ラ が 設置 され まし た 。 彼 女 は 白い 紙 を 持っ て カメ ラ の 前 に 立ち 、 詩 を 朗読 し 、 小 
説 「1984」 を 衣 読 し 、 こ の 10 日 間 の 抗議 活動 を 短編 映画 に する と 警察 に 告げ ば まし た 。 結 局 、 警 察 は 監視 カメ 
ラ を 取り 外さ な けれ ば な ら な く な り ま し た 。 


彼女 の WeChat アカ ウン ト は お そら く 監 視 さ れ て お り 、 友 人 の 中 に は WeChat で の 彼女 と の 会 話 が 原因 で 「 攻 
宝 」 (警察 ) に 呼び 出さ れ て 暴力 的 に 脅迫 され た 人 も いま し た 。 転載 され た 記事 の 内 容 を 警察 か ら 警 告 さ れる こと 
も よく あり まし た 。20O20O 年 、 彼 女 は 6 月 4 日 の 内 容 を リツ イー ト し た だ め 拘 束 さ れ 、 信 察 署 に 1 日 拘 劉 さ れ 
た 。 ぞ そこ で 彼女 は 大 量 の 書類 に 署名 する よう 求め られ 、 反 肉 を 込め て 「 大 き な 文 字 で 日 付 に 署名 し た 」。 
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2021 年 以降 、 黄 雪 琴 は 主体 的 に 、 あ る い は 迫 ら れ て 「 主 流 」 か ら 完 全 に 逸脱 し た よう で す 。 彼女 は ほぼ 仕事 と 
公 的 な 活動 に 専 意 し 、 彼 女 の 家 に 泊まっ た こと の ある 友人 に よる と 、 黄 害 琴 は 一 日 に 何 回 も 会 議 を 開い て 、 さ ま 
ざま な プロ ジェ クト が 混在 し た り し て いた と 言い ます 。 


し か し 公私 を 問わ ず 、 彼女 は 自分 の 思う 通り の 活動 が で きた だ わけ で は あり ませ ん で し た 。 黄 雪 琴 は Facebook で 
警察 呼び 出し 日 記 を 書い た り し て 、 相 変わ ら ず 闘 志 に 満ち て いま し た 。 し か し 、 ぞ それで も 彼女 が 受け た 圧力 と 居 
等 は 消え ませ ん で し た 。 


友人 だ た ち は 彼 女 と 警察 この こう し た ぶり 取り の 詳細 に つい て ほとん ご ど 知 り ま せん し 、 それ に つい て 話す こと も ほぼ 
と ん ど あ り ま せん で し た 。 彼女 が 姿 を 現す と き は いつ も 「 非 常に 良い 」 状態 だ っ た た め 、 友 人 だ たち は 彼女 の 状況 
が 安全 か どう か を 判断 で きま せん で し た 。 彼女 は 、 い つも 他人 を エン パワ メン ト す る よう に 友人 た ちの 前 に 姿 を 
みせ まし た 。 彼女 自身 、 と き に は 非常 に 不安 定 な 状態 で あっ た に も か か わら ず 。 


時 間 と [パソ コン や スマ ホ の ] 画面 に よっ て 隔て られ て は いま し た が 、[Facebook の 「 警 察 呼び 出し 日 記 」 に 記さ れ て い 
る ] 「 国 宝 」 が 語る 言葉 に は 人 尺 を 絶 思 さ せる も の が あり まし た 。 警察 は 黄 雪 琴 に 対し て 次 の よう に 言っ た こと が 
あり まし た 。 なせ ぜ 普通 に 生活 する こと が で き な い の か 、 警 察 も 仕事 で 彼女 に 対応 し て いる が 勤務 時 間 が 終わ れ ば 
制服 を 脱い で 自分 の 生活 を 送る の に 、「 あ な た だ け は 、 ず っ と 同じ と ころ に 居 続 け よ うと し て いる 」 と 。 


その 2 年 の あい だ に 、 張 展 ① 李 鞭 釘 が 逮捕 され 、 多 く の 友 人 だ た ち が 自 由 を 失い まし た 。 


この よう な 強 度 の プレ ッ シ ャ ー の な か で 、 黄 雪 琴 は 常に 前 向き な 姿勢 を 維持 し て きま し た 。 彼女 の 親しい 友人 で 
さえ 、 彼 女 が 傷つい た 瞬間 を 思い 出せ ませ ん 。 友 人 だ ち に よる と 、 彼 女 は 小さ な 太陽 の よう で 、 い つも 活力 と エ 
ネル ギー に 満ち て いた と 言い ます 。 


彼女 は 6 時 に 起床 し て 原稿 に 手 を 入れ 、 そ の あと 朝食 を と り 、 ヨ ガ を し 、 さ ま ざ ま な プロ ジェ クト の 会 議 を こ 
な し まし た 。 彼女 は 時 間 を スケ ジュ ー リ ング する こと で 秩序 を 保ち まし た 。 彼 女 は この 忙し い リ ズム と 感覚 を 大 
切 に し て いま し た 。 睡 眠 の 質 も と て も 良く 、 布 団 に 入る と すぐ に 眠っ て いま し た 。 彼 女 は 、 最 初 に 逮捕 され た と 
き 、 上 自分 が 耐え る こと が で きた の は 、 よ ぐ く 眠れ だ た からだ と 語っ て いま し た 。 


2021 年 7 月 、 黄 雪 琴 は 「 国 宝 」 か ら パ スポ ー ト を 取り 戻し た 。 彼 女 は 英国 の チー ヴ ニ ング 奨学 金 に 応募 し 、9 
月 に 英国 へ 留学 する 予定 で し た 。 彼 女 は 何人 か の 友人 と イギリス で 会 い 、 友 人 の 部 屋 で 寝 泊 ま り し 、 友 人 の 家 か 
ら 観賞 用 植物 を も らい 受け る 約束 を し まし た 。 


また 送別 会 も 問 繁 に 開か れ ま し た 。 馬 克 い わく 、 英 雪 琴 は た くさ ん の 友達 が いた の で 、 自 分 は その うち の 一 つの 
送別 会 に し か 参加 し な か っ た と の こと で し た 。 送別 会 で は 、 み ん な 黄 害 琴 と 、 今 度 ま た 泳ぎ に 行 こつ 、 一 緒 に ハ 
イキ ング に 行こ う 、 運 転 を 教え て あげ る な ど と 黄 害 琴 と 約束 し まし た 。 こ れ ら すべ て は 、 英 雪 琴 と 友人 だ た ち が 具 
体 的 な つなが り を も つ 日 淀 の 生活 だ どっ た の で す 。 


最後 の 2 か 月 は 、 不 安 な 要素 も 多く あり まし た が 、 夢 の よう に 過ぎ て いき まし た 。 英 雪 琴 の 友人 で ある 鍵盤 ( キ 
ー ボ ー ド ) の 思い 出 は 、 彼 女 と 何 度 も 麻雀 を し た こと で し た だ 。 麻 雀 は ボー ド ゲ ー ム と 同じ よう に 、 和 雀 卓 を 囲ん で 
試合 が 一 巡 す る と 、 初 め て 会 っ た 人 で も 非常 に 親しく な る こと が で きま し た 。 彼女 た ち が 麻 雀 を する 際 の ルー ル 
は 、 携 帯電 話 を [電波 を 人 遮断 する ] シー ルド ボー チ に 入れ 、 麻 雀 に 集中 する と いう も の で し た 。 こ れ は 王建 兵 が 定 
め た ルー ル で し た 。 友 人 だ た ち に よる と 、 黄 雪 琴 の 麻雀 の スキ ル は 平均 的 で し た が 、 と て も よい メン ツ だ っ た だ た とい 
いま す 。 


そし て つい に 、 そ の 日 が や っ て 来 ま し た 。 


鍵盤 に よる と 、 最後 に 黄 害 琴 に 会 っ た の は イギリス に 行く 前 日 の 夜 、 友 人 の 家 で 黄 雪 其 と 麻雀 を し た と き で し た 。 
麻雀 を 終え 、 バ ス で 一 緒 に 帰り まし た 。 英 害 琴 は 、 渡 航 用 の コロ ナブ 検 査 に 行く た め に 長 隆 の バス 停 で 降り まし た 。 
鍵盤 は 次 の 日 に 黄 雪 琴 を 空港 まで 送る 予定 だ っ た の で 、 雪 琴 は 別れ も 告げ ず に 急い で 帰っ て いき まし た 。 黄 雪 琴 
の 当初 の 予定 で は 、 ま ず 王 建 兵 の 家 に 行き 、 そ こ か ら 空 港 に いく こと に し て いま し た 。 


翌日 、 一 人 の 友人 が 連れ 去ら れ た が 24 時 間 後に 釈放 され だ と いう ニュ ー ス が SNS の コミ ュ ニ ティ に 流れ まし 
た 。 後に な っ て 、 雪 琴 の 友人 ら は 、 こ れ は 当局 が 注意 を そら す た め に 流し た 偽 情 報 だ っ た の で は な いか と 疑い ま 
し た が 、 そ の 時 は 誰 も 気が付か む ひ ず 、 そ の た め 雪 琴 と 建 兵 の 消 思 が 分 か ら な いこ と に 気が付く の が 遅れ まし た 。 


英 雪 琴 と 王建 兵 の 逮捕 は 突然 だ っ た だ た め 、 す ぐに 外部 に その こと を 知ら せる こと が で きま せん で し た 。 親しい 友 
人 の 中 に は 、 あ の 日 の こと を 何 度 も 思い 返し て いま す が 、 2 人 が どの よう な 状況 で 連行 され た の か が 想像 も つか な 
いと いい ます 。 王建 兵 の 部 屋 の 鉄 の 門扉 は 、 そ つう 簡単 に こじ 開け る こと は で きま せん 。 当 局 の 現場 検証 に 付き 合 
わ さ れ た ある 友人 は 、 王建 兵 の 部 屋 の 居間 に は 、 す で に カビ が 生え て いた ハチ ミツ 柚子 茶 が 入っ た カッ プ を 目撃 
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し た ぞ そう で す 。 王建 兵 は 清潔 好き で 、 洗 っ て いな い カ ッ プ を 放置 する こと は な か っ た だ た の で 、 居 捕 は 突然 だ っ た に 
違い な いと 推測 し て いま す 。 そ ぞ その後 、 王 建 兵 の 家族 が 部 屋 を か た ず け て 、 こ の 部 屋 の 契約 は 解 除 され まし た 。 


離散 


「 歴 史 は 驚く ほど 似 て いて 、 前 進 、 停 滞 、 そ し て 後退 
を 繰り 返し て いま す 。 お そら く 、 私 た ち が 生 き て い 庄 
る この 時 代 、 思 考 ぶ 感情 を 正常 に 表現 する こと が で 詳 
き な い この 時 代 に お いて 、 進 歩 と いう の は 実は 幻想 
で ある と いう こと を 、 私 た ち は 明 確 に 理解 する 必要 
が ある の か も し れ ま せん 。 こ の よう な 時 代 に お いて 
は 、 生 き て いる だ け で も うけ も の 。 能 力 あ る 人 は 、 
も うつ 少し だ け 生 活 を 満了 喚 し 、 楽 し み 、 そ し て 上 自分 の 
収 に 正直 に 生き る こと で し ょ よう 。」 2020 年 
1O 月 17 日 の 黄 雪 琴 の Facebook より 。 


UL 
海 珠 広場 。 広 州 の 白紙 運動 で 信 が 集まっ た だ 場所 。 
黄 害 琴 の 活動 の すべ て を 復元 する こと は 、 実際 に は 簡単 で は あり ませ ん 。 


この 2 年 間 、 黄 雪 琴 は ほとん どの 活動 を 偽名 で 行っ て いま し た 。「 10 回 講座 」 プ ロジ ェクト で は 、 彼 女 は 「 阿 
只 」 と いう 名 前 を 使っ て いま し た 。 Zoo に よる と 、Clubhouse [クラ ブ ハ ウ ス 。 音声 に 特 化し た 招待 型 の SNS で 中 国 
で は コロ ナ の 移動 規制 の 際 に 流行 し た ] が 流行 し て いた 頃 は 、 黄 雪 琴 は ほぼ 毎日 その 部 屋 で の 議論 に 参加 し て いま し 
た 。 「 彼 女 は 論理 的 な 発言 が で きる 人 で 、 話す 内 容 も 専門 的 に 聞こ えま し た 。 で す の で 、 発言 し て いる の が 黄 雪 琴 
だ と わか ら な く て も 、 ユ ー ザ ー た だ たち は 注目 し まし た 」。Matters で は 「 費 頓 」 と いう 名 前 を 使っ て いま し た 。 ご こ 
れ は 英語 の 「freedom」 の 音 か ら と っ た 名 前 で 、 ア クティ ビス ト に 関す る 報道 を 書く と き に 使っ た 名 前 で し た 。 
記事 の 中 に は 、 端 点 星 計 画 事件 [ 検 闘 で 削除 され た り の 閲覧 で き な く な っ た ネッ ト 記 事 や 書き 込み を 、 ソ フト ウェ ア 開 発 用 の ク 
ラウ ドサ ービス GitHlub 上 で 自由 に 保存 や 閲覧 が で きる よう に する 活動 に 参加 し て いた 中 国人 3 人 が 、20O20O 年 4 月 に 逮捕 され 
21 年 8 月 に 懲役 1 年 3 か 月 の 実刑 判決 を 受け た 事件 ] も 報じ て いま し た だ た 。 ご この 年 、 彼 女 は 李 時 星 事 件 に まつ わる フェ 
ミニ スト ら の 活動 や 困惑 、 ま た 李 奈 釘 事件 に つい て も 報じ て いま す 。 し か し ペン ネー ム に よる 執筆 も すべ て 警 察 
は 把握 し て いま し た 。 


彼女 は こそ こそ する 事 が 好き な 人 で は あり ませ ん 。 ジ ャ ー ナ リス ト の 職業 規範 は オー プン で ある こと で あり 、 す 
べ て は 公明 正大 で な けれ ば な ら な いと 考え て いま し た 。 し ば らく の 間 、 彼 女 は 警察 が 自分 を 盗 革 し て いる こと を 
知っ て いま し た が 、 盗聴 され て いる 通話 の と き に も 故意 に 大 声 で 話す こと さえ あり まし た 。 し か し 現実 の ジレ ン 
マ に 直面 し て 、 彼 女 は 部 分 的 に 考え を 曲げ る こと に し まし た 。 彼女 は 偽名 と 安全 な 携帯 電話 を 使用 する こと に し 
まし た 。 し か し これ は 自分 自身 を 守る た めで は な く 、 周囲 の 友人 を 守る た めで ある こと を 調 し た か っ た の で す 。 


彼女 が 逮捕 され だ た 後 、 友 人 たち は 彼女 の 活動 を 詳し く 調べ まし た が 、 そ れ は 彼女 ら の 想像 を は る か に 超え た 驚く 
べき も の で し た 。 こ れ に は 、 海 外 を 拠点 に し た 「 非 暴力 不服 従 運 動 」 の 授業 コー ス へ の 参加 も 含ま れ ま し た 。 こ 
の 授業 で は 主 に 市 民 運 動 の 歴史 を 取り 上 げ ま し た が 、 普遍 的 な 価値 観 [西側 の 民主 的 価値 観 ] と いつ 点 で は 授業 内 容 
に 問題 は あり ませ ん で し た 。 初期 の 頃 、 黄 雪 琴 は ほぼ 毎年 、 海 外 の 大 学 で の 訪問 プロ グラ ム ぜ 組織 会 議 に 参加 し 
て いま し た 。 彼 女 は 流 則 な 英語 を 話し まし た 。 し か し 、 現 在 の 中 国 の 政治 環境 で は 、 海 外 か ら の 資金 提供 の 背景 
は 危険 で あり 、 息 明 の 未 地 は な いで し ょ う 。 そ の せい で 受け る 罰 に つい て も 多く の 解説 は いら な いで し ょ う 。 


盤 は 人 権 活動 家 で す 。 黄 雪 琴 が 逮捕 され た こと を 知っ た 後 、 彼女 の 最初 の 反応 は 、 「 非 常に 怒っ て いて 、 彼女 を 殴 
っ て や @ り だ た いと 思っ た 」 と いう も の で し た 。 誰 も 英 雪 琴 に 、 こ の 問題 が びれ ほど デリ ケー ト で ある か 、 当 局 が こ 
の 問題 を どう 見 る か を 教え な か っ た の で は な いか と 、 彼女 は 自分 を 責め た 。 鍵 表 は 政治 犯 事件 の いく つが 研究 し 
た が 、 黄 雪 琴 が 意図 せ ず し て 当局 の 政治 案件 に か か わる 要素 を 一 身 に 反映 し て し まっ て いた こと に 、 情 然 と し ま 
し た 。 彼 女 の 活動 は 、 海 外 組織 と の 連携 、 オ ン ラ イン で の 扇動 、 オ フラ イン に よる 浸 稀 活動 な ど と 解釈 され る で 
し ょ う 。「 彼 女 は その 年 の 政治 事件 の トッ プ 案 件 に な る で し ょ う 。」 


鯉 盤 は また 、 ま すま す 事 化す る 政治 環境 の 中 で 、 安 全 上 の 理由 か ら 、 活 動 家 た ち は バ ラバ ラ に な っ て いる と いい 
ます 。「 み ん な 自分 の 引き 出し に 閉じ し こも っ て お り 、 そ れ ぞ れ が 何 を や め っ て いる の か と いう こと を 共有 で きま せ 
0 


黄 雪 琴 と 王建 兵 の 2 人 は 防衛 意識 に 欠け た と 考え て いる 友人 も いま す 。 木 曜日 の 会 合 や 市 民 講 座 へ の 参加 に は 、 
何 の 制限 や 穫 件 も な く 、 誰 で も 受け 入れ て きま し た 。 


この 敷居 の 低 さ は 、 活 動 の 参加 者 を 緊張 させ る こと が あり ます 。 葉 藤 は 、 木 曜日 の 会 合 は いつ も 同じ 場所 で 開く 
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の で は な く 、 開 催 場 所 を 移動 し て 開く べき だ と 王建 兵 と 黄 雪 琴 に 何 度 も 提起 し て いま し た 。 葉 藤 が こ の アイ デア 
を 思い つい た と き は 、 別に 何 か 事件 や 危険 が あめ っ た わけ で は あり ませ ん で し た が 、 ぞ それ は 中 国 で 生活 する うえ で 
無意識 に 感じ る 皿 張 感 か ら で し た 。 


鍵盤 は 、 よ り 安 全 に お し ゅ ゃ べり で きる 、 よ り プ ライ ベー ト で 安全 な 会 合 を 望ん で い だ こ と が 何 度 が めった だ こと を 
覚え て いま す 。 し か し 、 こ れ ま で 会 っ た こと の な い 人 が 英 雪 琴 に 何 が 手助け を 依頼 し て きた 場合 、 彼 女 は その 見 
知ら ぬ 人 を 直接 会 合 に 連れ て きま し た 。 


し か し 、 こ れこ そ が 黄 雪 琴 の 持つ 貴重 な 点 で し た 。 鍵 盤 は こう 言い ます 。「 黄 雪 琴 は 誰 に 対し て も オー プン で し 
た 。 も し 私 な ら 、 嫌 いな 人 と は 距離 を 取る で し ょ う 。 し か し 誰 で も 嫌い に な っ て し まい そう な 人 か ら の 相談 で も 、 
黄 雪 琴 は 決し て 投げ 出 そ う と は し ませ ん で し た 。 英 雪 琴 は 自分 の 持て る すべ て を 使っ て 、 壁 セーフ ティ ネッ ト 
を 取り 払い 、 全 上 員 に 平等 な 機会 を 写 え た いと 考え て いま し た 。」 


市 民 講座 に 2 期 と も 参加 し た Zoo は 、 黄 雪 琴 が この 講座 を 設立 し た 目的 は 、 同 じ 界 隈 の 友人 だ け で な く 、 よ り 
多く の 普通 の 市 民 ら と つなが る こと に あっ た と 思い まし た 。 


2 年 前 の 商 害 琴 と 王建 兵 氏 の 逮捕 に より 、 広 州 の コミ ュ ニ ティ は また し て も 崩壊 し まし た [最初 は 2O15 年 の 一 連 
の 弾圧 ]。2 人 が 逮捕 され だ た 後 、 多 く の 友 人 や 会 合 の 参加 者 が 影響 を 受け 、 中 に は し ば らく 広州 を 離れ な けれ ば な 
ら な い 人 や 、 帰 国 で き な い 人 や 、 家 族 が 病気 で も 看病 に 戻れ な い 人 た だ た ち も い まし た 。 黄 雪 琴 の 友人 の 多く は 現在 、 
仕方 な く 海 外 で 生活 し て いま す 。 祥子 も 海外 で 生活 し て いま す が 、 新 し い 生 活 を 始め た と いつ 実感 は まっ た く な 
く 、 有 麻雀 も あれ 以来 や つて いな いと 言い ます 。 


2023 年 の 夏 、 黄 害 琴 の 弁護 人 の 万 攻 巡 が 彼女 に 面会 し た と き 、 彼女 は 拘置 所 で 何 度 も 深夜 の 尋問 と いう 酷い 扱 
い を 受け 、 体 重 減少 と 数 か 月 に わた る 生理 不順 に 見 狂わ れ 、 以 前 と は 少し 様子 が 違う よう で し た 。 こ の よう な 敏 
感 な 事件 に つい て は 弁護 士 も 当局 の 意向 に 従っ うほ ぼう が よい と 判断 し 、 黄 害 琴 に 罪 を 認め る よう 勧め まし た が 、 面 
会 し た 後に 黄 雪 琴 は 「 も っ と か だ た だく な に な り ま し た 。」 


彼女 は 変わ ら な いよ う で す 。 公 判 前 の 協議 の 際 に 、 当 局 が 何 を た くら ん だ の か は 不明 で す が 、 そ の 会 合 に 彼女 は 
パジャマ と スリ ッ パ と いう 服装 し か 参加 を 許さ れ な か っ た の で す が 、 王建 兵 は 新品 の スー ツ と 革靴 で の 参加 を 許 
され まし た 。 彼女 は その 場 で 、 こ れ は 女性 の 収監 者 に 対す る 差別 で ある と 抗議 し まし た 。 彼女 は 弁護 士 を 通し て 、 
男性 容疑 者 と 同じ 扱い で 法廷 に 臨 ず おこ と を 要求 し まし た 。 彼 女 の 訴え は 認め られ 、 最 初 の 公判 で は 、 彼 女 は 拘置 
所 に 差し 入れ られ だ 新品 の スカ イブ ルー の 日 焼け 止め シャ ツ と ラベ ンダ ー の スニ ー カ ー を 着用 し て 出廷 する こ 
と が で きま し た 。 差し 入れ を 買っ た 人 は 、 彼女 の いつ も の スタ イル で ある 白い ショ ー ト パン ツ も 差し 入れ まし た 。 
彼女 が 刑務 所 か ら 出 獄 す る 時 期 が 真夏 に な る と 予想 し て いた か ら で す 。 


「 黄 害 琴 は 華 術 に 見 えた が 、 ま な ざし は 聡明 で あっ た 。 笑 み を 浮か べ て 出廷 し 、 冷 静 沈着 どっ た 」 と 弁護 士 は 裁 
判 記 録 に その 印象 を 記録 し て いま す 。 


(本 人 の 希望 に より 、 登 場 す る イン タビ ュー 対象 者 は 、 和 祥子 以外 は すべ て 仮名 で す ) 
(この 記事 の 内 容 の 一 部 は 、 逮 捕 前 に 黄 害 琴 に 行っ た 未 公開 の イン タビ ュー 記録 か ら 引 用 し た も の で す ) 


黄 雪 琴 と 仲間 た ち が 歩 いた 路地 。 
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